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演劇博物館　（展覧会開催順）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・12

○今日もコロッケ、明日もコロッケ――“ 益田太郎冠者喜劇 ” の大正展

　・「黒色すみれ　演博で『コロッケ』を歌う―益田太郎冠者劇中歌演奏会」

○六世中村歌右衛門展――花と夢をわすれぬこと

・「六世中村歌右衛門を語る」

○サミュエル・ベケット展――ドアはわからないくらいに開いている

・ギャラリートーク

・トークイベント

・アイルランドの劇団「Company SJ and Barabbas」招聘公演

●シェイクスピア生誕 450 周年記念 PART Ⅰ 「シェイクスピアに魅せられて」

●シェイクスピア生誕 450 周年記念 PART Ⅱ　文学座の俳優さんによるリーディング公演「ヴェニスの商人」

●シェイクスピア生誕 450 周年記念 PART Ⅲ　「演出家・鵜山仁氏が語るシェイクスピア舞台の魅力」

●文化情報資源政策シンポジウム「文化情報資源政策の確立を求めて②　問題解決の方向を探る」

●第 77 回逍遙祭「坪内逍遙と澤田正二郎」

○早稲田大学芸術功労者顕彰記念　松本幸四郎展――This is my quest.

・「This is my quest.―ありのままに、幸四郎」

○寄らば斬るぞ！――新国劇と剣劇の世界

・ギャラリートーク

・劇団若獅子公演　『極付国定忠治』『殺陣田村』

●演劇のリアリティとアクチュアリティ〜三浦基が今語るイェリネク『光のない。』

○響きで紡ぐ　アジア伝統弦楽器展

・KiRiKo の二胡ニコ Live

・ギャラリートーク＋弦楽器演奏体験

・響きをつなぐ　二胡・古琴演奏会

●第１回エンパク青空市

●かもめんたる　エンパクコントライブ

●早稲田小劇場どらま館　起工記念鼎談　劇場をつくる・育てる　〜小劇場の未来のために〜

○芝居町道頓堀の風景─ 大道具師中村儀右衛門 と芝居画家山田伸吉 ─

・道頓堀フォーラム in 東京　芝居町道頓堀の風景─ 大道具師中村儀右衛門 と芝居画家山田伸吉 ─

●第 15 回坪内逍遙大賞授賞式

●文学座公演『女の一生』プレ・イベント

●ジェローム・ベルによるレクチャー・パフォーマンス「ある観客 / Un spectateur」

●『ロッパの水戸黄門』とテレビドラマの黎明　

●第 44 回逍遙忌記念祭

會津八一記念博物館　（開催順）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・23

○もてなしの器

○茶の道具

○荒川修作の軌跡―天命反転、その先へ

○北蓮蔵　渡欧期の肖像画

○皿・盤・鉢　―やきものの形Ⅱ―

○早稲田のなかの韓国美術

○市島春城と画人たちとのかかわり―印章コレクションから―

○奈良・日吉館と會津八一

12

開 催 名 称 等 に よ る 目 次

1．研究活動・教育活動 10

2．展覧会・催し物　（○展覧会　●催し物）

※演劇博物館では、企画展とそれに関連するイベントを一体として開催している。
(○展覧会、「・」関連イベント)
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開 催 名 称 等 に よ る 目 次

4．地域交流事業

・東京都新宿区（文推・演博・文企）・・・

・静岡県熱海市（演博）・・・・・・・・・・・・・

・群馬県伊 勢崎市（演博）・・・・・・・・・・・

・佐賀県佐賀市（大学史）・・・・・・・・・・・・

・東京都中野区（文企）・・・・・・・・・・・・・・

・千葉県鴨川市（文企）・・・・・・・・・・・・・・

平成26年度 新宿区夏目漱石コンクール　読書感想文コンクール

平成26年度 新宿区夏目漱石コンクール　絵画コンクール

歴史的建造物の保存を支援するチャリティコンサート

早稲田の街Spring Concert

近隣小・中学校と共働した地域交流活動事業

学校と演劇博物館の連携で行う演劇映像普及活動事業

特別支援学校への演劇鑑賞活動支援事業

逍遙忌記念祭

伊勢崎市立四ツ葉学園中等教育学校アカデミックキャンプ2014

「平成26年度（2014年）大隈祭」

大隈記念館パネル展「荒ぶる魂〜大西鐵之祐と早稲田ラグビー」

中野区・早稲田大学交流事業　早稲田大学交響楽団Maple Concert

おもしろ科学実験教室

第41回鴨川市市民音楽祭

講演会「経済社会の転換とものの見方・考え方―地域社会のあり方」

早稲田大学キャンパスツアー

38

3．出品・展示協力 36

○早稲田大学の縄文時代研究　縄文文化の探究

○富岡コレクションの近代美術

○黄檗僧の書と明清美術

大学史資料センター　（開催順）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・26

○世界への跳躍、限界への挑戦―早稲田スポーツの先駆者とその時代―

○2013年度受贈資料展―資料に読むワセダの物語

○十五年戦争と早稲田

○戦後七〇年　学徒たちの戦場

文化企画課　（開催順）・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・28

●第 5 回　早稲田狂言の夕べ

●外山滋比古先生講演会『乱読のセレンディピティ』――思いがけないことを発見するための読書術

●早稲田小劇場どらま館起工記念「ロバート キャンベル氏と語る東京の文学」

●『源氏物語』を離れて

●早稲田大学・本庄市・美里町共催展「本庄・美里の古墳時代」

●多和田葉子・高瀬アキ　パフォーマンス＆ワークショップ

●逍遙―思いを伝えた手紙と人―展

●早稲田大学スペシャル・コンサート with 日本フィルハーモニー交響楽団

●木内昇座談会〜ひとつの小説ができるまで〜

●「早稲田大学の縄文時代研究　縄文文化の探究」関連企画　太古の技術にふれてみよう！縄文土器づくり

○真実を伝え続ける絵画―アウシュヴィッツに生きたＭ・コシチェルニャック展―

・「夜と霧（Nuit et brouillard）」上映会

・「アウシュヴィッツ」は今、私たちに何を語るか

●第 5 回　早稲田小劇場どらま館起工記念　早稲田学生文化・芸術祭

●早稲田文化芸術週間 2014

●早稲田大学文化振興募金



04

9．文化広報
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・waseda topics（『早稲田学報』）
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10．文化施設

12．人事
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　・講堂設備技能判定会・初心者説明会
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8．オリジナルグッズ 48
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5．顕彰事業

・早稲田大学坪内逍遙大賞（演博・文企）

・若山牧水青春短歌大賞（宮崎県延岡市）

・梓立祭作文・絵画コンクール（高知県宿毛市）

・全国学芸サイエンスコンクール（旺文社）

・小川未明文学賞（新潟県上越市）

７．博物館・美術館との交流事業

・早稲田大学モノグラフ

・早稲田大学学術叢書

6．学術研究書出版制度

43

44

7．刊行物 46

・長野県軽井沢町（文企）・・・・・・・・・・・・

・岐阜県美濃加茂市（演博・文企）・・・・

・埼玉県本庄市・美里町（文企）・・・・・・

・福島県白河市（文企）・・・・・・・・・・・・・・

おもしろ科学実験教室

学生演劇公演、坪内逍遙大賞、文化的企画の相互開催、学術資料の相互利用と研究など

早稲田大学・本庄市・美里町共催展

「Street Corner Symphony」コンサート、ワークショップなど
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文 化 推 進 部

　早稲田大学は、建学以来、積み重ねてきた歴史と伝統を通して、日本

社会とその文化に貢献してきました。その蓄積は、しばしば早稲田らし

さ、あるいは「早稲田文化」と称され、在学生、教職員、卒業生を含め広

く早稲田関係者の誇りを醸成してきました。　　

　文化推進部は「早稲田文化」の発信の中心的な役割を担うとともに、

学生・校友・地域へと、広く開かれた連携による｢知｣の共創と創出を図

りながら社会に貢献することを目指し、2007年に設置されました。従来

から独自に展開してきた坪内博士記念演劇博物館、會津八一記念博物

館、大学史資料センターの三機関に、文化推進部直属の事務局である

文化企画課を加え、それぞれが独自の役割を担いつつも、それらが早稲

田における「文化の束」として一体となって活動をしています。

　早稲田大学では、国宝2件、重要文化財7件、重要美術品8件を含む

美術品、書画、博物資料、図書資料、映像資料等、約500万点以上を所

蔵していますが、これらは、早稲田文化の核をなす貴重な文化資産で

す。文化推進部ではこれらの資源の公開と活用にも積極的に努めていま

す。

　文化活動を展開するうえで充実した文化施設は不可欠ですが、大隈

記念講堂や小野記念講堂での各種事業の実施や運営にも取り組んでい

ます。2014年9月には、学内外に早稲田大学の歴史と未来を発信する拠

点である「ワセダギャラリー」をリニューアルオープンさせました。

　早稲田大学では、2032年の創立150周年に向けて中長期計画

「Waseda Vision 150」を策定し、理想の大学像を打ち立てるための各

種プロジェクトを検討・実施しており、文化推進部でも二つの新たな独

創的な事業に取り組んでいます。

　一つ目は、「地域社会に開かれたキャンパスのミュージアム化」です。

学生・教職員、卒業生はもちろん、来校する人々が心豊かな気持ちにな

り、知的関心を満たすキャンパスを作ろうとする事業です。絵画や彫刻

の実物に触れることができるとともに、研究者や大学院生、学生の文化

活動を直接、眼の前にして共有できる空間を創り上げます。

　二つ目は、「バーチャルミュージアムの実現と世界に向けて文化発

信」です。早稲田大学の文化資源を、先端技術による三次元等の仮想

空間の中で、実際には触れることが難しい美術工芸品を生き生きとし

た姿で再現させ、これまでにない新たな文化体験を可能にする、それが

「バーチャルミュージアム」です。実現すれば、早稲田のキャンパスに限

定されることなく、広く世界中で早稲田の文化資産に接することができ

るようになります。また、早稲田大学が建学の理念のもと、築き上げて

きた歴史や伝統を身近に感じられ、早稲田に愛着を持ち、誇りの醸成

に結びづく“場の形成”つくりを現在、模索していることころでもありま

す。

　これらの新たな取り組みに資するため、2014年6月から「早稲田文化

振興募金」の活動も開始しました。この活動を通して、文化推進部の各

施策を一層充実・発展させたいと考えています。

＊

　社会における大学の存在意義は、何よりもまず教育・研究にあるの

はもちろんですが、そこから生成される「文化」の力を発信することによ

り、大学と社会の結びつきをより強め、ひいては社会の豊かさに貢献す

る、そこに文化推進部の真にして無二の役割がある、と確信しておりま

す。東西古今の「文化の潮」が渦巻く早稲田からの力強い文化発信と、

早稲田の文化を未来の世代へ承け継ぐことが私どもの大切な使命であ

ると考えています。

　「早稲田文化」は「スポーツ」や「科学」等の分野をも含み、学生、卒

業生の活動・活躍も早稲田文化の重要な構成要素です。また、本学の校

友だけではなく、広く社会一般の方々にも理解、共感を得て、早稲田文

化を拡げて行きたいと考えています。今後とも本学の文化事業へのご理

解とご支援を心からお願い申し上げます。

早 稲 田 文 化 の 発 信 　 　 文 化 推 進 部 年 報 2 0 1 4 年 度 版 の 刊 行 に あ た って

ご 挨 拶

文化推進担当理事　　李　成 市
（文学学術院教授）

文
化
推
進
部
門
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　本学文化推進部は、早稲田文化の魅力ある発信を目指して、2014年度

も多種多様な文化事業等を実施して参りました。4月には、春の恒例行事

となった、人間国宝・早稲田大学芸術功労者の野村万作様、ご子息の野

村萬斎様による「早稲田狂言の夕べ」が大隈記念講堂で華やかに開催

されました。6月には、学生が主体的に演劇・映画・音楽等の活動を企画

運営する、「早稲田学生文化・芸術祭」が行われ、学生たちのパフォーマ

ンスが大隈記念講堂を中心に各会場で披露されました。夏には、地域交

流事業として、例年の実施している長野県軽井沢町、千葉県鴨川市での

「おもしろ科学実験教室」や岐阜県美濃加茂市での学生演劇公演を実

施し、新たに8月には、福島県白河市で、学生サークルの協力のもと、「早

稲田大学「Street Corner Symphony」アカペラ公演 in 白河」のイベント

を行い、多くの地元地域の方々の参加がありました。各イベントに合わ

せて、近隣の小中高生に対して、大学生がワークショップ等を行っていま

す。今後も地域交流事業を充実していく予定です。そして、10月の創立記

念日の前後には、大学の教職員や大学内各箇所が主催をする「早稲田

文化芸術週間」を開催しました。「早稲田文化芸術週間」の企画では、

今年度初めて、2014年度に設立された「文化推進学生アドバイザー」に

よる学生企画を4講演実施し、学生目線からの早稲田文化企画として、新

たな成果をあげました。11月には、中野区で今年5年目を迎える早稲田

大学交響楽団のコンサートを開催致し、また、12月には日本フィルハー

モニー交響楽団と、早稲田大学グリークラブ、早稲田大学・日本女子大

学室内合唱団、早稲田実業学校吹奏楽部、早稲田実業学校音楽部、早

稲田摂陵高等学校ウィンドバンドとのコラボレーション企画「早稲田大

学スペシャル・コンサート with 日本フィルハーモニー交響楽団」をサン

トリーホールで実施し、大盛況を収めました。早稲田大学が創立150周

年を迎える2032年の展望を描く、Waseda Vision 150の中で、新たな早

稲田文化の発信として、地域連携事業を推進しており、大学の所在する

新宿区や東京都との連携による講演会、その他、大隈記念講堂等を活用

した文化事業等も積極的に行って参りました。

　一方で、文化推進部の関係三機関（坪内博士記念演劇博物館、會津

八一記念博物館、大学史資料センター）も、例年にも増して活発な活動

を行うとともに、特色のある取り組み等を展開しています。

　坪内博士記念演劇博物館では、様々なテーマのもと企画展を開催

し、各企画展にあわせて講演会、ギャラリートーク等も行うことで多くの

方々が来場されました。また、研究面においても、今年度も文部科学省よ

り引き続き、演劇映像学連携研究拠点の指定を受け、日本の演劇の拠点

としての活動を展開しております。また、多くの外部資金で研究活動を続

けております。

　會津八一記念博物館では、大学が所蔵する文化財・美術品を展示して

いる常設展示や見応えのある陶磁や書画を集めた富岡重憲コレクショ

ン、また、企画展示に加えてのギャラリートーク等も実施し、好評を得て

います。

　大学史資料センターでは、本学の歴史に関する企画展示等を開催する

とともに、「早稲田大学百五十年史」編纂委員会の活動も順調に進行し

ています。この他にも本年報には、文化推進部関係諸機関において行わ

れた様々な文化活動の詳細を掲載していますので、ご参照ください。

　早稲田大学では、大隈記念講堂、小野記念講堂、ワセダギャラリー、

125記念室等を活用し、数多くの展示等を開催しており、文化推進部

ホームページからの情報発信、メールニュース等で旬な情報の発信につ

とめています。また、大学には公開されていない多くの貴重資料等が収

蔵されています。これらの貴重資料の収蔵環境を改善するとともに、イン

ターネットを活用した「文化資源デジタルアーカイブズ」の整備を進め、

その公開を目指しているところです。

　今後とも本学の文化事業へのご理解とご支援を心からお願い申し上

げます。

文 化 推 進 部 の 動 き（ 2 0 1 4 年 度 ）

ご 挨 拶

文化推進部長　　十 重 田　裕 一
（文学学術院教授）

文 化 推 進 部

文
化
推
進
部
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坪
内
博
士
記
念
演
劇
博
物
館　2013年4月に八代目館長に就任して以来さまざまな改革プランを打ち

出してきたが、2014年度はそれがかたちになった一年だった。

　2014年度の改革の2本柱は、展示と館報である。まずは展示改革につ

いて。2013年度まで、当館は毎年数多くの展示を行ってきた。2014年度

からは、年2回、春季と秋季に比較的規模の大きな企画展を行うこととし

た。単に資料を並べるだけではなく、空間をデザインし、古いものと新し

いものを接続させながら「見せ方」にこだわる展示を心がけた。その第1

弾が、「サミュエル・ベケット展――ドアはわからないくらいに開いている」

だ。『ゴドーを待ちながら』が、東日本大震災以降の日本をはじめとして世

界各地の災害や戦争に見舞われた場所で上演されてきたことに着目し、

ベケットの演劇を死者をも含めた共生の劇として位置づけ、絶望や虚無

を徹底的に経験することによってかすかな希望へと反転しうる、新たなベ

ケット像を呈示することを目指した。指向性スピーカーやヘッドマウント

ディスプレイ等のデバイスを使用した体験型展示が学生ら若い世代にも

支持され、来場者は2万人を超えた。6月にはアイルランドからベケット専

門劇団として評価の高いカンパニーSJ＆バラバを招聘し、演博前で『言

葉なき行為II』など2演目の上演を行なった。初日は土砂降りとなったに

もかかわらず、3日間で500名以上の観客が濃密な舞台を見つめた。第2

弾となる秋季企画展として、「寄らば斬るぞ！――新国劇と剣劇の世界展」

を開催した。坪内逍遙門下の澤田正二郎が創立し国民的人気を博した

新国劇の歴史を再検討し、剣劇および剣劇を取り巻く芸能界の状況を一

挙に把握することを目指した。11月には大隈記念大講堂にて新国劇の継

承者たる劇団若獅子による『極付国定忠治』『殺陣田村』の上演会を開催

し、観客は殺陣の美しさに酔いしれた。これら2大企画展に加えて、春には

2013年度早稲田大学芸術功労者顕彰記念「松本幸四郎展――This is 

my quest.」を、秋には「響きで紡ぐ アジア伝統弦楽器展」を開催した。大

隈記念大講堂で開催されたトークイベントでは、最後に幸四郎丈がアカ

ペラで「見果てぬ夢」を熱唱するというサプライズもあり、満員の観客の喝

采を浴びた。2015年春には「新収蔵品展」を開催し、17世紀初頭に描か

れたという「女歌舞伎図屏風」や代々の團十郎自筆の品々、二代目尾上松

緑の押隈など、数々の名品を披露した。さらに常設展のリニューアルも敢

行し、日本現代演劇や西洋演劇、映像などの展示を充実させた。

　2つ目の改革の柱は館報の刷新である。年2回の発行を1回とし、

その分、内容も体裁も充実させ、読み応えのあるものを目指し、名称も

『enpaku book（エンパクブック）』とした。目玉は外部の専門家による

展示レビューである。春季展については、多摩美術大学学長で埼玉県立

近代美術館館長の建畠晢氏とNTTインターコミュニケーション・センター

（ICC）主任学芸員の畠中実氏、秋季展は本学名誉教授の岩本憲児氏と

評論家でエッセイストの坪内祐三氏という豪華な執筆陣にご寄稿いただ

いた。

　演劇博物館の顔の一つ、デジタル・アーカイブは科学研究費助成事

業・研究成果公開促進費による「重点データベース」が最終年度を迎え、

看板である浮世絵データベースをリニューアルしたほか、新たに仮面等

立体資料の3Dデータベース化に取り組んだ。

　文化庁補助事業でも新たな展開を試みた。まず、「地域と共働した美術

館・歴史博物館創造活動支援事業」では、これまでの狂言や落語などの

伝統芸能体験講座に加え、「ちゃんばらワークショップ」と「こども映画教

室＠早稲田エンパク」を開催した。前者は劇団若獅子の笠原章氏らを講

師に迎え、参加者に竹刀や木刀を使って立ち回りを体験してもらった。後

者では、2014年度より本学教授となった是枝裕和監督の指導の下、こど

も映画教室（代表・土肥悦子氏）の協力を得て、小学生たちが3日間でド

キュメンタリー映画を撮った。カメラを通して世界を再発見するという是

枝監督のコンセプトどおり、こどもたちの作品はどれもみずみずしい感性

で早稲田の街を捉え直したものとなった。

　同じく文化庁補助金事業として、新たに「舞台芸術・芸能関係フィルム

のデジタル保存・活用に関する調査研究」に取り組んだ。舞台芸術や芸能

の記録映像は、個々の上演の実際と上演当時の文化的・社会的状況を伝

える重要な文化資源だが、保存が各劇団や劇場に委ねられてきたため、

保存媒体も多様で、経年劣化にさらされているものも多い。本事業では、

東京圏を中心に劇団・劇場・文化施設にアンケート調査を行い実体の把

握に努めるとともに、映像保存や著作権、デジタル資料活用の専門家を

招聘して研究会を開催し、舞台映像特有の問題点を炙り出しながら、長

期保存の方法を模索した。

　また、文部科学省から共同利用・共同研究拠点として「演劇映像学連携

研究拠点」が再認定され、第2期がスタートした。第2期には、演劇博物館

が収蔵する貴重な未発表資料群のリストを公開し、研究資源として提供

するという大胆な方針を打ち出した。第1期に比して研究拠点としての規

模は小さくなったものの、公募によって採択された研究チームは、11月か

ら3月という短期間にも関わらず目覚ましい成果を挙げた。今後も研究資

源の共有化を積極的に推進し、国際的な演劇・映像学の発展に寄与して

いきたい。

 

坪 内 博 士 記 念 演 劇 博 物 館（ エ ンパク） の 2 0 1 4 年 度 は 改 革 の 年

ご 挨 拶

坪内博士記念演劇博物館館長　　岡 室　美 奈 子
（文学学術院教授）

坪 内 博 士 記 念 演 劇 博 物 館
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　會津八一記念博物館は、1928年創立の坪内博士記念演劇博物館に

比べればまだまだ未熟なミュージアムであるとはいえ、2014年度にはよ

うやく開館16年目に入り、収蔵作品・資料総数は2万点以上に達し、年間

2万人近くの入館者の方々をお迎えすることができた。数年前までは1万

人そこそこだったことを思えば当館の社会的注目度は確実に向上し、在

学生から熟年世代までのリピーター、さらにはアジア諸国を中心とする海

外からの訪問者も増加している。

　14年度に開催した主要な企画展・特集展示は以下のとおりである。

【企画展】

5/12～6/14：荒川修作の軌跡—天命反転、その先へ

6/30～8/3：北蓮蔵　渡欧期の肖像画　

9/26～11/3：早稲田のなかの韓国美術 

11/10～1/10：早稲田大学の縄文時代研究　縄文文化の探究

【特集展示】

3/1～4/19：會津博への贈り物—収蔵作品から—

9/10～1/31：異文化の交差展　

富田万里子コレクションの長崎版画・古地図・陶磁器

10/13～11/8：奈良・日吉館と會津八一

（歴史的旅館日吉館の宿帳公開）

　他にも、富岡重憲コレクション展示室で「市島春城と画人たちのかかわ

り—印章コレクションから」（9/26～11/15）、「富岡コレクションの近代美

術」（11/25～1/31）等を開催した。また年度を跨いで2015年4月には昨

年度に続き新潟市會津八一記念館主催・当館共催の「會津八一の歌を

映す」写真コンテスト入選作品を展示、社会連携の一助とすることができ

た。

　若干説明を加えておくと、荒川修作展は、これまで当館では機会のな

かった現代アートの分野を選んで、本学教員学生と関係の深かった国際

的アーティスト荒川修作の絵画から建築プランまでを紹介したものであ

り、さらに本学が保管する韓国関連の古瓦塼、陶磁器、仏教美術、工芸品

などを展示した「早稲田のなかの韓国美術」展、早大考古学研究室による

縄文時代の発掘資料から縄文文化の調査研究を紹介した「早稲田大学

の縄文時代研究　縄文文化の探究」展とあわせて、Aizu Museumならで

はの多彩な企画を実現することができた。これもひとえに関係各位のご

協力のお蔭であり、この場を借りて御礼申し上げる。

　ところで、この機会に少しだけ強調しておきたいのは、University 

Museumが、私的コレクションや専門研究施設とは異なる社会的役割を

有していることである。ここで、フランスの美術史家ピエール・フランカス

テルが1956年に「1世紀以前から、芸術はますます拡張する好奇心の対

象となり、今日では、美術館・博物館、諸々の展覧会、都市計画、教育制度

といった現代社会の様々な場面で、重要な位置を占めているので、芸術

が必ずしも美的鑑賞や美的思索には属していない情熱(passions)を惹き

起こしていることは、当然の結果である」と述べていたことを思い出してお

こう(Pierre Francastel, Art et technique aux XIXe et XXe siècles)。すで

に半世紀以上前の言葉ではあるが、現代社会におけるアートシーンの、

既成の境界を超える発展の可能性を的確に指摘しており、そこに情報化

社会の驚異的展開をつけ加えれば、21世紀の現在、アートをめぐる社会

的「情熱」の多様化が見て取れるだろう。

　ここで想起されるのが、ボストンのハーヴァード大学美術館の基本方針

である。周知のとおり、Harvard Museumsは19世紀以来の卒業生による

寄贈作品を中心に（近代以降に限れば）ピカソ、ムンク、エルンスト等々の

西欧モダンアートからベン・シャーンやマーク・ロスコまでの名品を集め

て、まさに最高学府のミュージアムとしてのアウラとプレスティージが実感

されるが、とくに注目されるのは（少なくとも筆者の印象では）、上述のベ

ン・シャーンらSocial realism系の社会批判をテーマとした作品群と、ロス

コらによる人間精神の奥深い探究の試みの結合が他の美術館以上に強

調されていることである。真理の探究を社会批判と結びつける、こうした

時流に阿（おもね）らない態度は、早稲田大学教旨で二度も繰り返されて

いる「学問の独立」に通じるものであり、社会性と精神性の真摯な結びつ

きは（教旨に謳われた）「自由討究」と「独創の研鑽」にも繋がってゆくだろ

う。University Museumの方向性として、受けとめておきたい。

University Museumの方向性としての社会性と精神性―會津八一記念博物館の動き（2014年度）

ご 挨 拶

會津八一記念博物館館長　　塚 原　史
（法学学術院教授）

會 津 八 一 記 念 博 物 館

會
津
八
一
記
念
博
物
館
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　大学史資料センターは、早稲田大学の歴史、創設者大隈重信および関係

者の事績を明らかにし、これを将来に伝承するとともに、比較大学史研究を

通じて、本学の発展に資することを目的としています。さらに、「早稲田学」を

開設して大学教育の一環としての自校史教育を担い、百五十年史編纂事業

の事務局としてその中心事務を担当しています。2013年7月末、西東京市

の東伏見キャンパスに移転して、上記業務の遂行にあたっています。

（１）資料の収集・整理・保存・公開とレファンス

引き続き本学の文書および本学関係者に関する資料を整理して、保

存・公開をすすめました。2014年度は、スポーツ関係資料、学徒出陣

等の戦争関係資料などを中心に、31件の寄贈がありました。刊行物

等への資料の掲載希望や所蔵写真の使用に関する許可申請は引き

続き多数あり、それぞれについてその可否を判断しました。

他方、所蔵資料のデータベース化については、2010年度に科学研究

費補助金（研究成果公開促進費）の助成をうけた「保守と革新の近現

代史データベース」で、すでに「堤康次郎関係資料」7,564件、「日本社

会党関係資料」870件の資料画像を公開しています。2014年度はこれ

に続き、「社会運動情報資源データベース」が科学研究費の助成を受

けることとなり、「日本社会党関係資料」「安部磯雄文庫」「風見章関係

文書」「大山郁夫関係資料」などのデータベース化をすすめています。

（２）企画展示・講演会等の開催

①大隈記念室（2号館 1階）： 2007年10月にリニューアルした常設展

示により、大隈重信の遺品類や厳選した資料を通して大隈の生涯を

描き出しています。2014年度は、8月4日から9月9日、冬休み、入試

期間を除き開室して、約15,000人の入場者がありました。

②春季企画展：2014年度は競走部にスポットを当て、「世界への跳躍、限界への

挑戦―早稲田スポーツの先駆者たちとその時代―」（以下、「世界への跳躍、限界

への挑戦」）を、2014年3月24日から4月25日までの約1ヵ月間、會津八一記念博

物館企画展示室で開催しました。沖田芳夫・織田幹雄・南部忠平・西田修平らの

貴重資料を展示し、2,170人の入場者がありました。さらに、2015年度に向け「戦

後七〇年　学徒たちの戦場」を企画し、2015年3月25日から開催しました。

③受贈資料展：6月下旬から8月初めにかけ、前年度に校友・大学関係者な

どから寄贈された資料の一部を展示するとともに、資料を通して本学のあ

ゆみを紹介しています。2014年度は、6月20日から8月3日まで、「資料に

読むワセダの歴史」と題し、大隈記念タワー125記念室で開催しました。

④秋季企画展：ホーム・カミングデーと創立記念日の時期を中心に、本

学の歴史に関する企画展を開催しています。2014年度は、「大正デモ

クラシー期」を扱った前年度に続く時期を対象に、「十五年戦争と早

稲田」展を、10月1日から11月8日まで、大隈記念タワー125記念室で

開催しました（入場者1,666人）。大学と戦争のかかわりを問う企画と

して注目を呼び、『毎日新聞』『読売新聞』などで取り上げられました。

（３）出版・刊行事業

①『早稲田大学史記要』：年1回、発行しています。2014年度は、第46巻

（A5判、266頁）を発行し、また、Web（図書館運営の「早稲田大学リ

ポジトリ」）でも公開しました。

②『大隈重信関係文書』：大隈重信宛の書翰を解読・編集し、差出人別の50

音順に収録・刊行しています。2004年10月の第1巻以来、毎年1巻ずつ刊行

してきましたが、2014年度（2015年3月）刊行の第11巻をもって全11巻が

完結しました。収録書翰は当初予定の6,000通余をはるかに越える約7,400

通に及び、これによって大隈をめぐる膨大な人的ネットワークと、多種多様

な意思と情報の交差状況が浮き彫りになりました。とくに第11巻では、各機

関・個人所蔵の資料についても博捜して、可能な限りこれを「追補」として収

録しました。電子書籍（紀伊国屋書店）としても配信しています。大隈重信研

究だけでなく、近代日本研究に有効に活用されることを切望します。

（４）自校史教育の展開

①「早稲田学」：2014年度も、グローバルエデュケーションセンター設置科

目として「早稲田学」を開講し、学生に対して早稲田大学の歴史を講義し

ました。本年度は、前期「近代史のなかの早稲田大学」（登録者61名）、

後期「創設者大隈重信と建学者たち」（登録者115名）を講義しました。

②新入生向け教育プログラム：2013年度に引き続き、オンデマンド講義「わせ

だライフABC」のテーマ8「早稲田大学の歴史」を担当しました（視聴者490名）。

（５）百五十年史編纂事業

大学史資料センターが事務を担当し、基礎作業をすすめています。2014年

度は、4月の編纂委員会で、編集・執筆体制、戦争犠牲者調査の具体化、既

存資料・文献のデジタル化と公開に関して協議し、さらに、編纂専門委員会

（6月）の検討を踏まえて、7月の編纂委員会で百五十年史第1巻の概要な

どについて協議しました。つづいて、9月と11月の編纂専門委員会で編集・

執筆の基本方針と体制、第1巻の構成、ウェブサイトなどについて検討を加

え、12月の編纂委員会でこれを協議しました。2月の編纂専門委員会でも引

き続き第1巻の構成、編集体制、ウェブサイトなどについて検討しました。

（６）共催・協力事業

校友会西東京稲門会との共催で地域連携講演会（後援：西東京市）を開催し

（6月1日）、講演「早稲田を創った男たち―小野梓と7人の若者―」を担当す

るとともに、「世界への跳躍、限界への挑戦」のパネル展示をおこないました。

各地域・団体の要請に応える協力事業として、佐賀市大隈記念館の

「大隈祭」（5月11日）、早稲田大学野球部レクチュアー「最後の早慶

戦、松井栄造と学徒出陣」、早稲田佐賀高等学校課外講座「早稲田

野球部の歴史と最後の早慶戦」に講師を派遣しました。

（７）学徒出陣・戦没者（戦争犠牲者）関係調査

2013年秋より早稲田大学関係の戦争体験者に対する聞取り調査を本格的

させ、2014年度は16回にわたって、11人の方からお話をうかがいました。

大 学 史 資 料 セ ンター の 動 き（ 2 0 1 4 年 度 ）

ご 挨 拶

大学史資料センター所長　　大 日 方 　純 夫
( 文学学術院教授 )

大 学 史 資 料 セ ン タ ー



10

1. 演劇博物館

（1） 研究活動

①共同利用・共同研究拠点「演劇映像学連携研究拠点」

研究課題　※括弧内は研究代表者
（1）テーマ研究　1課題 　
・寺山修司の創作―  ―次資料から明らかにする活動実態―（塚原史）

（2）公募研究　4課題　
・坪内逍遙・坪内士行資料の基礎的調査研究（濱口久仁子）
・無声映画の上演形態、特に伴奏音楽に関する資料研究（長木誠司）
・プロジェクション・メディアの考古学：幻燈資料の整理・公開とデジタルデータを活用した展示・創作（大久保遼）
・千田是也と同時代演劇―千田資料に関する調査・研究（阿部由香子）

公開講座

事業の趣旨
　演劇映像学連携研究拠点は、平成21年度から平成25年度まで、文部科学大臣より「共同利用・共同研究拠点」として認定を受け、「特色
ある共同研究拠点の整備の推進事業」を実施してきた。その実績が評価され、この度2014年4月より6年間、第2期として活動を継続するこ
ととなった。
　本事業では、演劇博物館に収蔵されている未発表資料群のリストを公開し、それを活用する共同研究課題を全国から公募し、貴重な資
料を研究に供することで、研究分野全体の活性化を目指し、開放的で互恵的な研究交流を実現することを目的とする。

文 化 事 業

2 0 1 4 年 度 　 研 究 活 動 ・ 教 育 活 動

※研究会・シンポジウムを含め総数 79 件

開催日・会場 タイトル 講　師

2月4日（水）
17:00〜20:15
26号館
地下多目的講義室

中間研究報告会
「『品川娯楽館　
ヒラノ・コレクション（仮名称）』の概要、
意義と活用可能性―無声映画伴奏譜の
調査結果に関して」

白井史人（東京大学大学院博士課程）
柴田康太郎（東京大学大学院博士課程）
紙屋牧子（演劇博物館招聘研究員）
岡田秀則（フィルムセンター主任研究員）

柳下美恵（サイレント映画伴奏ピアニスト）
加藤露弥（ピアニスト）
山上揚平（東京藝術大学音楽学部非常勤講師）

（2） 教育活動

2014年度
①教育学部の博物館実習科目への協力（7単位）

博物館展示論A　永井美和子　春期（半期 週1コマ15回）2単位
博物館展示論B　永井美和子　秋期（半期 週1コマ15回）2単位
博物館実習B　　永井美和子　通年（週3時間30回）3単位

②外国人研究者受入
a. 訪問学者

賈軍芹　JIA, Junqin（麗水学院・講師）　2014年9月21日～2015年3月31日
b.リサーチフェロー

マシュー・ウェイン・ショアーズ（ハワイ大学 マノア校・博士候補生）　2014年9月21日～2015年8月31日
デ・アンジェリス・エウジェニオ（ヴェネツィア・カ・フォスカリ大学　博士候補生）　2015年2月8日～2015年6月8日

③助成金による展示会
演劇博物館では以下の外部団体より助成金を受け、展示会事業を展開いたしました。
1）サミュエル・ベケット展――ドアはわからないくらいに開いている

【期間】4月22日～8月3日
【助成団体】日本芸術文化振興会
【助成金】1,400,000円
【助成対象事業名】「サミュエル・ベケット展―ドアはわからないくらいに開いている」展　
（「地域の文化振興等の活動（美術館等展示活動）」事業）

〈訂正〉
2012年度版年報11頁 卓越した大学院拠点形成支援補助金「８.RA論文」に記載された馬場靖人氏の専攻「表象・メディア論、フランス現
代思想、フランス科学認識論、表象文化論、式網の歴史」は、「表象・メディア論、フランス現代思想、フランス科学認識論、表象文化論、色盲の
歴史」の誤りでした。お詫びして訂正いたします。

研
究
活
動
・
教
育
活
動

展
覧
会
・
催
し
物

文
化
事
業

出
品
・
展
示
協
力
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文 化 事 業

2 0 1 4 年 度 　 研 究 活 動 ・ 教 育 活 動

2. 會津博物館

（1） 研究活動

（2） 教育活動

①上代東アジアにおける塑像の研究
②近代日本美術における沖縄イメージの形成についての研究
③土器型式の民族考古学的研究

①レクチャールームで行う博物館実習への支援
②文学学術院、教育・総合科学学術院、理工学術院等の授業の補完
③修学旅行、課外学習等見学者の受け入れ
④エクステンションセンター受講生等の受け入れ
⑤第 1 回ミュージアムレクチャー「ジョルジュ・スーラ　点描のモデルニテ」の実施

①早稲田学：グローバルエデュケーションセンター設置科目
②わせだライフ ABC 〜充実した学生生活を送るために〜：新入生向け教育プログラム
③中・高校生への展示説明：修学旅行・課外見学者等の受け入れ
④学内外生涯教育への協力：エクステンションセンター他受け入れ

3. 大学史資料センター

（1） 研究活動

（2） 教育活動

①科学研究費助成事業（研究成果公開促進費）：社会運動情報資源データベース
②早稲田大学百五十年史編纂
③大隈重信関係文書翻刻・編集プロジェクト：本学の所有する大隈重信関係書翰の翻刻
④比較大学史研究：高等教育研究をはじめとする比較大学史
⑤大学行政文書の管理保存体制：大学アーカイブズ機能
⑥所蔵・寄贈資料の調査研究

4. 文化企画課

（1） 教育活動

①第 17 回おもしろ科学実験教室（軽井沢町・鴨川市）：理工学術院との共催
②美濃加茂市学生演劇公演：美濃加茂市で演劇ワークショプと学生の演劇公演を実施
③早稲田学生文化・芸術祭 2014：学生部との共催
④早稲田文化芸術週間 2014：大学箇所・教職員および学生登録団体の文化発信を支援
⑤講堂設備技能判定会・初心者説明会：照明設備（大隈記念講堂・小野記念講堂）、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　音響設備（小野記念講堂）・・・詳細は 54 ページを参照
⑥文化推進学生アドバイザー：2014 年 3 月発足。学部 3 年〜修士 2 年の学生 12 名がボランティアとして文化企画課主催のイベントに
　　　　　　　　　　　　　　おいて企画・立案を行った。
⑦小田原白梅ライオンズクラブ・早稲田大学科学コンテスト：小田原市で未来の科学者養成を目的とした中学生・高校生向け
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　科学コンテストを実施
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　大正時代の喜劇作家・益田太郎冠者の作

品世界を紹介した企画展示。会場には太郎

冠者作の流行歌「コロッケの唄」が流された

ほか、彼の喜劇の多くで主役を務めた女優・

森律子の生き人形や、様々に意匠の凝らさ

れた私家版の台本、出演俳優自筆の書画、

太郎冠者の孫・益田義一氏のインタヴュー

映像、初公開となる晩年の狂歌ノートなど、

大正時代の大劇場演劇の雰囲気をよく伝え

る品々が展示された。日本におけるメロドラ

マや喜歌劇の源流を探る貴重な機会となっ

た。

今日もコロッケ、明日もコロッケ
――“ 益田太郎冠者喜劇 ” の大正展

展 覧会 演 劇博 物館

3月1日（土）～8月3日（日）

演劇博物館3階　常設展示室「近代」コーナー

演劇博物館

会期

会 場

主催

　演劇博物館企画展示「今日もコロッケ、

明日もコロッケ――“益田太郎冠者喜劇”の

大正」の演劇講座。大正時代に人気を集め

ていた益田太郎冠者喜劇では、流行歌「コ

ロッケの唄」を始め、「嘘の世の中」「高速度

の歌」など、多くの劇中歌が歌われていた。

本講座では、それら太郎冠者喜劇の特徴で

ある劇中歌の数々を、女性デュオ・黒色すみ

れが再現演奏。また現在舞台で活躍中の女

優たちによって太郎冠者の寸劇が上演され

た。会場となった演劇博物館前舞台に多く

の観客を集めた。

「黒色すみれ　演博で『コロッケ』を歌う―
益田太郎冠者劇中歌演奏会」

3月25日（火）14:00～15:30

演劇博物館前舞台

演劇博物館

日時

会 場

主催

黒色すみれ、市川梢、
中島美紀、有栖川ソワレ、
清水ゆり、大西智子

出演者

六世中村歌右衛門展――花と夢をわすれぬこと

　六世中村歌右衛門展は、2005年より毎

年テーマを変えて、ご寄贈いただいた歌右

衛門旧蔵資料をご紹介してきた。10回目と

なった本展は、シリーズ最終回。各回に出陳

した名品を集め、これまでの展覧会を振り

返るとともに、新たに寄贈された未公開資料

も展覧した。「花と夢をわすれぬこと」は、歌

右衛門の座右の銘。舞台に咲く花でありつ

づけた姿と、その生涯を捧げることになった

歌舞伎への思いを、展示を通じて再確認し

ていただく機会となった。　

3月25日（火）～4月25日（金）

演劇博物館1階　六世中村歌右衛門記念特別展示室

演劇博物館

松竹株式会社、公益社団法人日本俳優協会

会期

会 場

主催

協力

展 覧会 演 劇博 物館

● 来場者数　31,328人

● 来場者数　150人

● 来場者数　7,088人

文 化 事 業

2 0 1 4 年 度 　 展 覧 会 ・ 催 し 物

催し物
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ギャラリートーク

「六世中村歌右衛門を語る」
4月17日（木）14:45～16:15

大隈記念講堂小講堂

演劇博物館

日時

会 場

主催

児玉竜一（演劇博物館副館長）聞き手

渡辺保（演劇評論家）講 師

　多方面で活躍するゲストを講師に迎え、

毎年開催してきた本講座も、展覧会とともに

10回という節目を迎えた。最終回は、演劇

評論家の渡辺保氏と児玉竜一当館副館長

の対談。渡辺氏は、歌右衛門が歌舞伎の舞

台で守ってきたものを、「格」と「品」という視

点で語られた。歌右衛門の舞台には、とりわ

け「格」があったという。舞台に不可欠で、芸

の本質に関わる「格」を重んじた歌右衛門の

至芸を振り返った。満席となった場内からは

賛同の拍手が起こり、盛会のうちに幕を閉じ

た。

4月22日（火）13:00～13:30　5月23日（金）17:30～18:00
6月27日（金）15:00～15:30　7月25日（金）17:30～18:00

演劇博物館2階　企画展示室 演劇博物館

日時

会 場 主催

　会期中、本展企画・監修の岡室美奈子演

劇博物館館長、および展示スタッフによる

ギャラリー・トークを毎月1回開催した。本展

で紹介したベケットの演劇作品や上演に関

する解説の他、作家の実人生や上演にまつ

わるこぼれ話なども交えつつ、来場者ととも

に会場を回った。平日にも関わらず各回と

も盛況で、とりわけ解説者や展示を見る来

場者の方々の真剣な眼差しが印象的であっ

た。

● 来場者数　419人

サミュエル・ベケット展 ――ドアはわからないくらいに開いている

　本展は、これまで主に「不条理劇」として

受容されてきたベケットの演劇作品を「共生

の劇」として捉え直し、ベケット劇、さらに舞

台芸術が持ちうるアクチュアリティについて

再考するものである。会場では、代表作『ゴ

ドーを待ちながら』誕生の背景となった作

者自身の戦争体験とともに、震災や戦争と

いった国内外の危機的状況におけるベケッ

ト劇の上演を多数紹介した。また、現代の映

像・音響機器を用いてベケット劇の世界を

立体的に再現し、来場者に体験してもらう試

みも行った。

展 覧会 演 劇博 物館

4月22日（火）～8月3日（日）

演劇博物館2階　企画展示室

演劇博物館

芸術文化振興基金

会期

会 場

主催

助成

● 来場者数　23,710人

● 来場者数　112人

催し物

催し物
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トークイベント
サミュエル・ベケット展――ドアはわからないくらいに開いている

アイルランドの劇団「Company SJ and Barabbas」招聘公演

催し物 演 劇博 物館

シェイクスピア生誕450周年記念PARTⅠ

「シェイクスピアに魅せられて」

4月26日（土）13:30～16:30

早稲田大学国際会議場（総合学術情報センター内） 演劇博物館

　第1部では、近年イタリアおよび日本において

それぞれベケットをテーマとした展示・プログラム

を手掛けられた多木陽介氏と小崎哲哉氏、さらに

佐々木敦教授より、開催の経緯やベケット劇が持つ

アクチュアリティーについてお話いただいた。第2

部では、2000年シアターコクーンでの初演後、各地

で旅公演を行った『ゴドーを待ちながら』を演出し、

故緒方拳氏と共に主演を務められた串田和美氏、

本展に公演の写真をご提供いただいた明緒氏に、

稽古や旅公演の様子などを語っていただいた。

日時

会 場 主催

概 要 ◆第1部　「いまなぜベケットか」
ゲスト：多木陽介 （ローマ市立演劇記念館「（不）可視の監獄――サミュエル ・ベケットの演劇と現代世界」展キュレーター）
　　　　小崎哲哉 （あいちトリエンナーレ2013 パフォーミングアーツ統括プロデューサー）
コメンテーター：佐々木敦（批評家・文化構想学部教授）
◆第2部 「旅する『ゴドー』」
ゲスト：串田和美（俳優・演出家・舞台美術家）
　　 明緒（写真家）
コーディネーター：岡室美奈子（演劇博物館館長）

● 来場者数　152人

　ベケットの芝居を路地裏や貧民街などで上演

することでベケット作品に社会的・政治的文脈を

与える活動により高く評価されている、アイルラン

ドのベケット専門劇団”Company SJ & Barrabas”

を招聘し、主宰のサラ・ジェーン・スケイフ氏演出

による「芝居下書きI」と「言葉なき行為II」を演劇

博物館の前で上演した。公演はどの回も盛況で拍

手喝采を得たが、中でも雨の中屋外での上演と

なった初日は、雨に打たれながら演技をする俳優

たちの姿が深く印象に残る上演であった。

6月11日（水）～13日（金）全3回18:30～19:30
演劇博物館前舞台

日時
会 場

主催 協賛

概 要 上演作品　サラ・ジェーン・スケイフ演出
・「芝居　下書きI」Rough For Theatre I ・「言葉なき行為II」 Act Without Words II
演劇博物館　　　　　　日欧研究機構 アイルランド研究所

● 来場者数　560人

　小田島雄志先生がシェイクスピアにかか

わることになった学生時代から、80歳を超

えた現在までのシェイクスピア研究につい

ての経緯を「シェイクスピアにふれることは

『発見の連続』であり『人間とはこのような

存在であるのか』という発見ないし再発見

の喜びだったという思い、シェイクスピア研

究の魅力を語った。

4月23日（水）14:45～16:15

大隈記念講堂小講堂

演劇博物館

小田島雄志 （東京大学名誉教授、東京芸術劇場名誉館長）

日時

会 場

講 師

主催

● 来場者数　227人
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シェイクスピア生誕450周年記念PARTⅡ

文学座の俳優さんによるリーディング公演「ヴェニスの商人」

催し物 演 劇博 物館

催し物 演 劇博 物館

催し物 演 劇博 物館

文化情報資源政策シンポジウム

「文化情報資源政策の確立を求めて②　問題解決の方向を探る」

シェイクスピア生誕450周年記念PARTⅢ

「演出家・鵜山仁氏が語るシェイクスピア舞台の魅力」

　シェイクスピア翻訳の原点である坪内逍

遙先生訳を使用し、文学座8名の男優陣と

一人の音楽家のリーディング公演で、「ベニ

スの商人」初演時の雰囲気が漂い、演劇と

は一味違う朗読の表現方法であった。出演

者一人一人の演劇も巧み、セリフ、タイミン

グ間のとり方も最高で、ベテラン・若手のア

ンサンブルも見事、音楽もピタリとマッチし

素晴らしい公演であった。

上田亨

加藤武、石川武、鈴木弘秋、
岸槌隆至、佐川和正、柳橋朋典、
高塚慎太郎、釆澤靖起

西川信廣

6月23日（月）15:00～16:30

小野記念講堂

演劇博物館

日時

会 場

主催 出演

音楽

演出

● 来場者数　196人

　多くのシェイクスピア劇の演出を手がけ、

緻密な言葉の解釈と独特の演出で高い評

価を受けている鵜山仁氏が、演出家がどの

ようなことを考えて作家と接しているのか、

また、演出手法や制作時の裏話など、演出

する側の生の声、現場の声を演出家目線か

ら、多くの映像とともに紹介された。

7月2日（水）16:30～18:00　

小野記念講堂

演劇博物館

鵜山仁（演出家）

冬木ひろみ（文学学術院教授）

日時

会 場

主催

講 師

聞き手

● 来場者数　106人

（1）基調講演　青柳正規（文化庁長官）
（2）報告　渡邉太郎（文化情報資源政策研究会事務局長）
（3）パネルディスカッション
　　生貝直人、福井健策、松岡資明、吉見俊哉

5月17日（土）14:00～17:30

大隈会館　Ｎ棟201、202会議室

文化情報資源政策研究会

演劇博物館

日時

会 場

主催

共 催

概 要

　昨年の第1回シンポジウムでは各種文化

情報資源の組織化、保存、活用等に関わる

共通の問題点と課題について論じた。今回

は検討課題を整理したうえで解決の方向

性について論じた。特に文化情報資源の創

造・活用・保存に関する法制度のあり方につ

いて焦点をあてた。

● 来場者数　75人
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　坪内逍遙が設立した文芸協会は多くの演

劇人を輩出し、新国劇の創設者となった澤

田正二郎もその一人である。1917年に新国

劇を旗揚げした正二郎は演劇界の風雲児

として活躍する。逍遙との師弟関係は続き、

1924年には早稲田大学の大隈庭園で野外

劇を上演、演劇博物館への個人出資者とし

ては第1位が逍遙、第2位が正二郎となって

いる。映画・演劇の世界の登場人物としても

描かれた逍遙・澤正の姿を紹介し、また、新

国劇の衣鉢を継ぐ笠原章氏から澤田正二郎

の思いを伺った。

第 77 回逍遙祭「坪内逍遙と澤田正二郎」

催し物 演 劇博 物館

5月26日（月）14:45～16:15

小野記念講堂

演劇博物館

＜第 1 部＞演じられた坪内逍遙・澤田正二郎
                    ＊映像上映「澤田正二郎物語」ほか
                    【解説】 羽鳥隆英（演劇博物館助手）
＜第 2 部＞はるかなる師弟 逍遙・澤正と新国劇
                    【講師】 笠原章（劇団若獅子代表）
                    【聞き手】児玉竜一（演劇博物館副館長）

日時 概 要

会 場

主催

「This is my quest.―ありのままに、幸四郎」

　展覧会の「6」の展示コンセプトに従って、

「ミュージカル」の世界からお話をスター

ト。終始なごやかな雰囲気で、若き日の写

真や歌声に幸四郎氏が照れる一幕もあっ

た。会の後半は「アマデウス」や「黄金の

日々」など、今まで演じられた作品から選ん

だ「名台詞」の朗読で、多方面にわたる芸域

の一端をご披露いただいた。講演終了後、

「ラ・マンチャの男」より「見果てぬ夢」を熱

唱。このサプライズプレゼントに、場内は大

拍手と歓声に沸いた。

7月18日（金）14:00～15:30

大隈記念講堂大講堂

演劇博物館

松本幸四郎（歌舞伎俳優・芸術院会員）

児玉竜一（演劇博物館副館長）

日時

会 場

主催

講 師

司会・聞き手

早稲田大学芸術功労者顕彰記念　
松本幸四郎展――This is my quest.

　九代目松本幸四郎氏が早稲田大学芸術功労者に選ば

れたのを記念して、「松本幸四郎展――This is my quest.」

を開催した。幸四郎氏の多彩な活躍を大歌舞伎・ミュージ

カル・古典劇・現代劇・映像・俳句の6点に集約、その探究

（quest）の遍歴をお見せするというコンセプトで展覧会を

構成。幸四郎氏の全面的なご協力により、台本・衣裳その他

貴重な資料を多数貸与していただき、大変華やかで充実し

た内容となった。

展 覧会 演 劇博 物館

会期

会 場

主催

6月3日（火）～8月3日（日）

演劇博物館1階　六世中村歌右衛門記念特別展示室

演劇博物館、文化推進部

株式会社松本幸四郎事務所　

松竹株式会社、公益社団法人日本俳優協会、東宝株式会社

協力

● 来場者数　94人

● 来場者数　15,860人

● 来場者数　650人

催し物
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　若獅子は1987年の新国劇解散に際し、

残された若手座員達が結成した劇団であ

る。本公演では、元・新国劇の演出家田中

林輔氏の監修、同じく新国劇の衣鉢を継ぐ

日本時代劇研究所の協力の下、劇団の財

産演目『極付国定忠治』『殺陣田村』を本

格的に上演した。坪内逍遙の文芸協会に源

を発し、20世紀の日本人を熱狂させた新国

劇の芸脈が絶えつつある今日、逍遙の学問

の系譜に連なる演劇博物館が本公演を実

現させたのは、まさに日本演劇史に残る快

挙と言い得る。

11月19日（水）15:00～18:00

大隈記念講堂大講堂

演劇博物館、演劇映像学連携研究拠点

劇団若獅子

田中林輔

日本時代劇研究所

日時 出演

会 場 監 修

主催 協力

劇団若獅子公演　『極付国定忠治』『殺陣田村』

　新国劇（1917～87年）は坪内逍遙門下の

俳優澤田正二郎が結成した劇団である。新

国劇は翻訳劇や翻案劇、歴史劇や社会劇、

宗教劇や伝記劇、新派劇や歌舞伎など、多

彩な演目に挑戦する一方、新たに『月形半平

太』『国定忠治』などの剣劇を創造し、20世

紀の日本人を熱狂させた。本展では、澤田家

の全面的な協力の下、新国劇と剣劇の世界

を学術的に辿り直した。同時に児玉竜一監

修／羽鳥隆英編『寄らば斬るぞ！　新国劇と

剣劇の世界』を刊行し、好評を博した。

寄らば斬るぞ！――新国劇と剣劇の世界

展 覧会 演 劇博 物館

2014年10月1日（水）～2015年2月4日（水）

演劇博物館2階　企画展示室

劇団若獅子

演劇博物館、演劇映像学連携研究拠点

会期

会 場

主催

協力

ギャラリートーク

　企画展「寄らば斬るぞ！――新国劇と剣劇の世

界」を担当した児玉竜一副館長の展示解説を2

回、同じく羽鳥隆英助手の展示解説を4回開催し

た。羽鳥助手の展示解説では、モスクワ国立音楽

院大学院を修了したピアニスト加藤露弥氏を招

聘し、戦前の剣劇映画の断片集『ちゃんばら時代

2014』（映像提供：玩具映画プロジェクト）伴奏付

き上映会を開催した。戦前の日本映画の残存率

が絶望的に低いなか、奇跡的に甦生した映像の

数々は好評を博し、Twitterでも話題を集めた。

演劇博物館2階　企画展示室 演劇博物館、演劇映像学連携研究拠点

10月10日（金）18:00～19:00 
10月16日（木）14:30～16:00　ピアノ演奏会
11月13日（木）14:30～16:00　ピアノ演奏会
12月12日（金）18:00～19:00　
12月18日（木）14:30～16:00　ピアノ演奏会
2015年1月22日（木）14:30～16:00　ピアノ演奏会

日時

会 場 主催

● 来場者数　1,021人

● 来場者数　20,408人

● 来場者数　99人

催し物

催し物
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催し物 演 劇博 物館

演劇のリアリティとアクチュアリティ
～三浦基が今語るイェリネク『光のない。』

　京都を拠点に活動する演劇集団・地点の

代表をつとめる演出家・三浦基氏をお招き

し、地点の活動や昨今の演劇状況について

お話しいただいた。三浦氏は2012年にノー

ベル賞作家エルフリーデ・イェリネクが東日

本大震災とそれに続いて起きた原発事故を

題材にして書いた『光のない。』を演出し、話

題となった。映像を見せながら舞台を紹介

し、演出意図を自身の演劇論をからめなが

らお話しいただいた。

10月2日（木）14:45～16:15

小野記念講堂

演劇博物館、演劇映像学連携研究拠点

三浦基（地点代表／演出家）

佐々木敦（文学学術院教授）

日時

会 場

主催

出演

聞き手

響きで紡ぐ　アジア伝統弦楽器展

展 覧会 演 劇博 物館

● 来場者数　250人

2014年10月29日（水）～2015年2月4日（水）

演劇博物館1階　六世中村歌右衛門記念特別展示室

演劇博物館、演劇映像学連携研究拠点

　アジア諸地域で用いられる楽器のルーツ

をたどっていくと、白地図の上にいくつもの

線が交差する。本企画展の目的の一つは、

昨年度開催した企画展「アジア演劇仮面

展」に引き続き、多様性と共通性の交錯す

るアジア文化を提示することであった。様々

な形状の楽器を展観すると同時に、各楽器

が実際に演奏される様子を視聴できるよう、

タッチパネル式のデバイスを用いて演奏音

源や動画を再生するシステムを製作した。

各国言語による多くの反響をいただいた。

会期

会 場

主催

● 来場者数　14,747人

KiRiKoの二胡ニコLive

　演劇博物館前舞台で二胡の演奏会を開

催した。二胡奏者は国内外からの注目を浴

びている若手演奏家の一人であり、本学学生

（今年度卒業）。そのレパートリーは古典楽

曲からポップスまでと幅広いが、この日は特

に若い人たちにも親しみやすい楽曲を中心

に演奏していただいた。観衆の中には演奏

に合わせてサイリウムを振りながら応援す

るファンの方もいた。とにかく86年の歴史を

持つ演劇博物館に、新しい風の吹いた一晩

であった。

● 来場者数　272人

11月7日（金）18:00～19:00

演劇博物館前舞台

演劇博物館、演劇映像学連携研究拠点

日時

会 場

KiRiKo出演

主催

催し物
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ギャラリートーク＋弦楽器演奏体験
11月14日（金）17:30～18:30 　12月11日（木）14:30～15:30　2015年1月16日（金）17:30～18:30

演劇博物館1階　六世中村歌右衛門記念特別展示室

演劇博物館、演劇映像学連携研究拠点

日時

会 場

主催

　展示主旨の説明や資料の解説を行い、来

館者の方々にアジア楽器を体験していただ

く時間を設けた。誰もが知っている楽曲を

選び、来館者には順番に中国琵琶と月琴で

伴奏を担当していただき、担当者が琉球三

線で旋律を奏でた。参加者の中には楽器経

験の無い方もいたが、力を合わせて一曲の

演奏を終えるごとに拍手が起こった。最後に

担当者が古琴で「秋風詞」を演奏し、来館者

からの中国古楽に関する質問に対して回答

した。

響きをつなぐ　二胡・古琴演奏会

催し物 演 劇博 物館

第 1 回エンパク青空市

● 来場者数　78人

12月4日（水）18:30～20:00日時

小野記念講堂会 場

演劇博物館、演劇映像学連携研究拠点主催

高欲生（古琴奏者）、KiRiKo（二胡奏者）出演

　中国の伝統弦楽器の代表的な存在であ

る2つの楽器―二胡と古琴の演奏者をお招

きし、それぞれの演奏スタイルや楽曲の雰

囲気について、またそれらが伝統として成立

した経緯や伝承されてきた文化背景などに

ついても解説を交えながら演奏をしていた

だいた。二胡奏者は中国の中央音楽学院で

の留学経験を持つ本学学生（今年度卒業）。

古琴奏者は日本古琴振興会代表。ともに

数々の受賞歴を持つ。互いの魅力を照らし

合う演奏会であった。

● 来場者数　189人

11月3日（月・祝）10:00～16:00

演劇博物館前

演劇博物館

日時

会 場

主催

　今回はじめての試みとなる、エンパク青空

市は重複等の理由で博物館では受け入れら

れない資料を一般の方に無料でお分けしよ

うという企画である。演劇、映像に関する書

籍、雑誌、公演パンフレット、チラシ等を出品

した。秋晴れに恵まれ、大勢の方がつめかけ

た。特に書籍は午前中のうちに大半がなく

なった。新たな持ち主のもとで資料が有効活

用されることを願う。今後も機会があれば開

催したい。 ● 来場者数　約200人

催し物

催し物
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催し物 演 劇博 物館

かもめんたる　エンパクコントライブ

催し物 演 劇博 物館

早稲田小劇場どらま館　起工記念鼎談

劇場をつくる・育てる　～小劇場の未来のために～

　早稲田小劇場どらま館開場に先駆けて、演劇

界の第一線で活躍中の佐藤信氏、宮沢章夫氏、

平田オリザ氏をお招きし、新しい劇場にはどの

ような可能性と課題があるのかについて意見を

伺った。劇場の管理や芸術監督を置く必要性な

ど運営面に関する話題が出た他、大学が劇場を

街中に構えることの意義、早稲田という地にいか

に文化を根付かせられるかなど議論となった。

劇場の将来を検討するにあたって有効となる意

見が多数出された。

11月17日（月）18:00～20:00

小野記念講堂

演劇博物館

学生部学生生活課

佐藤信、宮沢章夫、平田オリザ日時

会 場

主催

共 催

講 師

芝居町道頓堀の風景
─ 大道具師中村儀右衛門と芝居画家山田伸吉 ─

　関西大学大阪都市遺産研究センターとの

共催で行われた本展では、劇場大工として

角座・浪花座・弁天座などの大阪の劇場建

築を手がけるとともに、大道具師としても活

躍した中村儀右衛門と、大阪松竹座の座付

美術家として舞台意匠などを手がけつつ、

油彩芝居画という独自の世界を生み出した

山田伸吉の二人に焦点を当て、「道頓堀五

座」と呼ばれる芝居小屋が立ち並んでいた

当時の芝居町道頓堀の風情を、来場者にも

感じてもらえる展示となった。

2014年12月18日（木）～2015年2月4日（水）

演劇博物館3階　常設展示室「近代」コーナー

関西大学大阪都市遺産研究センター、演劇博物館

会期

会 場

主催

展 覧会 演 劇博 物館

11月6日（木）12:10～13:00

演劇博物館前舞台

かもめんたる（岩崎う大・槙尾ユースケ）

演劇博物館

日時

会 場

出演

主催

　本学出身で2013年度キング・オブ・コン

トの覇者であるお笑いコンビ・かもめんたる

（岩崎う大・槙尾ユースケ）によるコントライ

ブを、演劇博物館前舞台で開催した。もともと

「劇団イワサキマキオ」として活動していた

経歴を持ち、近年はケラリーノ・サンドロビッ

チ作・演出によるナイロン100℃の舞台「社

長吸血鬼」に出演するなど演技派として定評

のある二人らしい演劇的なコントに、昼休み

の演博前舞台に集まった観衆は爆笑の渦に

包まれた。

● 来場者数　約250人

● 来場者数　187人

● 来場者数　5,039人
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第15回坪内逍遙大賞授賞式

道頓堀フォーラム in 東京
芝居町道頓堀の風景
─ 大道具師中村儀右衛門 と芝居画家山田伸吉 ─

　明治から昭和にかけて芝居町道頓堀を支えた

2人の人物、大道具師の中村儀右衛門と芝居画

家の山田伸吉に焦点を当て、「山田伸吉の生涯と

画業」「歌舞伎の演出と大阪の舞台美術」「道頓

堀　いま・むかし」と題した3つの講演と、「大正期

道頓堀のCG復元」「中村儀右衛門資料の劇場図

面」と題した2つの報告が行われた。大阪道頓堀

のフォーラムを東京駅の目と鼻の先で開催すると

いう本企画は、多くの来場者にも恵まれ、盛会のう

ちに幕を閉じた。

催し物

催し物 演 劇博 物館

催し物 演 劇博 物館

2015年1月24日（土）13:30～16:30

関西大学東京センター 長谷洋一（関西大学文学部教授・大阪都市遺産研究センター研究員）
児玉竜一（演劇博物館副館長）
高橋隆博（関西大学文学部教授・大阪都市遺産研究センター研究員）
林武文（関西大学総合情報学部教授・大阪都市遺産研究センター研究員）　
橋寺知子（関西大学環境都市工学部准教授・大阪都市遺産研究センター研究員）

日時 講 師

会 場

道頓堀商店会　
関西大学東京センター

関西大学大阪都市遺産研究センター
演劇博物館

主催

協力

文学座公演『女の一生』プレ・イベント

● 来場者数　90人

早稲田大学、演劇博物館
東映（株）

美濃加茂市主催

共 催

　坪内逍遙博士の功績を称え、博士の出身

地である美濃加茂市は平成６年度に「坪内

逍遙大賞」を制定、演劇に関する活動・著作

のうち、坪内逍遙の功績を再認識させるよう

な優秀な活動を行っている個人または団体

に選考のうえ、坪内逍遙大賞を授与してい

る。今年度は女優吉永小百合さんに授与し

た。

2015年1月10日（土）12:00～15:00

美濃加茂市文化会館 1. 第 15 回坪内逍遙大賞受賞記念映画上映会
「ふしぎな岬の物語」

2. 熱海市副市長（市長代理）、
坪内逍遙大賞選考委員会岡室美奈子委員長

（演劇博物館長）より賞状、金一封が贈られた。

日時 概 要

会 場

● 来場者数　821人

　1945年4月に『女の一生』が初めて演じ

られたが、戦後、森本薫の追悼公演、全国巡

演、1960年訪中公演、文学座大分裂、そし

て再生、杉村春子から平淑恵への継承と上

演のたびに台本が改訂されてきたが、『女の

一生』70年史は文学座の歴史の節目と、そ

して「時代」と深くかかわってきた。演出を継

承するとはどういうことなのだろうか。新しい

『女の一生』はどこが違うのか、誕生秘話を

交えて様々に語り合った。

2015年1月14日（水）18:30～20:30

大隈記念講堂小講堂

文学座、演劇博物館

日時

会 場 第1部　平淑恵による朗読
第2部　シンポジウム ”戦後70年間の『女の一生』”
　　　　パネリスト 大笹吉雄（演劇評論家）
　　　　　　　　　鵜山仁（演出家）
　　　　聞き手 　 児玉竜一（演劇博物館副館長）

概 要

共 催

● 来場者数　132人
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催し物 演 劇博 物館

催し物 演 劇博 物館

2015年2月26日（木）14:00～17:00

26号館（大隈記念タワー）地下　多目的講義室

太田米男（大阪芸術大学芸術学部教授）、羽鳥隆英（演劇博物館助手）

演劇博物館

日時

会 場

主催

講 師

2015年度秋季企画展「ダンス―振付のアクチュアリティ」（仮）プレイベント

ジェローム・ベルによるレクチャー・パフォーマンス「ある観客/ Un spectateur」

早稲田大学演劇博物館「舞台芸術・芸能関係フィルムのデジタル保存・活用に関する調査研究」事業

『ロッパの水戸黄門』とテレビドラマの黎明

　本催事では、演劇博物館がデジタル化した

最初期のテレビドラマ『ロッパの水戸黄門』を

お披露目上映した。本作は早稲田と所縁の深

い昭和の喜劇王古川ロッパの遺作である。上

映に先立ち、まず羽鳥隆英助手が2013・14年

度の演劇博物館における映像関連事業の進

展を報告した。次に、上記『ロッパの水戸黄門』

16㎜映像の発見の立役者であり、日本の映画

保存・復元を牽引される太田米男教授にご講

演いただき、発見の経緯や歴史的意義などを

お聞かせいただいた。文化庁平成26年度美

術館・歴史博物館重点分野推進支援事業。

第 44 回逍遙忌記念祭

　演劇博物館の創立者であり、晩年を過ご

し熱海市と所縁の深い坪内逍遙先生のご

命日に際し、逍遙先生の偉業を称えるととも

に、お偲びした。

2015年2月28日（土）13:00～15:00

熱海市起雲閣

1.お慕いの言葉
（熱海市副市長、熱海稲門会会長、演劇博物館館長）

2.逍遙ゆかりの歌斉唱　逍遙のうた保存会
（「としのはじめ」「開いた開いた」、熱海市歌　他）

3.記念講演
「坪内逍遙と澤田正二郎　―新しい国劇をめざして」（演劇博物館副館長）

熱海市、熱海稲門会、演劇博物館

日時

会 場

概 要

主催

催し物 演 劇博 物館

2015年2月12日（木）18:00～20:00 

小野記念講堂

ジェローム・ベル（ダンサー・振付家・演出家）

アンスティチュ・フランセ日本、国際舞台芸術ミーティング in 横浜 2015 実行委員会

演劇博物館、演劇映像学連携研究拠点

　世界的に著名な振付家・演出家であるジェロー

ム・ベル氏によるレクチャー・パフォーマンス。

　多い時には年間500本もの舞台作品を鑑賞する

というベル氏は、今回のイベントでは、一人の観客

として鑑賞してきた舞台作品の中から記憶に残る

15本の舞台作品について語った。ヤン・ファーブル

やアラン・プラテルなどの世界の一線で活躍する芸

術家たちの舞台作品がなぜそれが印象に残るのか、

「時間」「空間」「身体」などの観点から独自の分析

と考察を展開した。

日時

会 場

主催

講 師

協力

● 来場者数　179人

● 来場者数　80人
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　茶道具がコレクションの中核をなす私立

美術館は多いが、富岡コレクションもまた茶

道具の数々を含んでいる。しかし、富岡氏は

「茶碗と茶筅があれば茶を喫することはで

きる」とし、いわゆる茶会の道具組みが完全

にできるようなコレクションにはなっていな

い。それでも客人によって茶碗を選び、床に

禅僧の書を掛け、その言葉に思いを廻らせ

ていたといわれる。茶碗、茶杓、茶入、釜、水

指、花瓶などの茶道具類に大徳寺派禅僧の

書をあわせ展示した。

5月7日（水）～6月28日（土）

會津八一記念博物館1階　富岡重憲コレクション展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

主催

展 覧会 會津 博 物館

　国際的美術家荒川修作（1936～2010

年）は長年にわたり早稲田大学を訪れ、講

演や討論等を通じて学生や教職員に大き

な感銘を与えた。ニューヨークで図式絵画

や「意味のメカニズム」により世界的注目を

浴びた荒川は、その後伴侶のM・ギンズとと

もに「建築的身体」を提案して新たな環境芸

術を指向し、「養老天命反転地」、「三鷹天命

反転住宅」の建設を実現するに至る。本展で

は没後も多様な領域で影響力を発信し続け

る知の巨人、荒川修作の軌跡をたどる。

荒川修作の軌跡
―天命反転、その先へ

展 覧会 會津 博 物館

展 覧会 會津 博 物館

もてなしの器
3月1日（土）～4月19日（土）

會津八一記念博物館1階　富岡重憲コレクション展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

主催

　春3月から4月は、別れや出会いが集中す

る季節である。そこで、人が集うときに傍ら

で座を盛りたてるものたち工芸品にスポッ

トをあてた展覧会である。たとえば宴の席で

活躍する酒器、徳利や盃。肴を盛る器、皿や

鉢、いろいろな漆膳。ちょっと一服のお茶に

は番茶器。いわゆる茶会の席で用いられる

茶道具の数々が思い浮かぶ。いろいろな場

面を想像しながら近世・近代の陶磁器や漆

芸品を展示した。 ● 来場者数　1,712人

● 来場者数　3,194人

● 来場者数　3,394人

5月12日（月）～6月14日（土）

會津八一記念博物館1階　企画展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

主催

協力・協賛 ABRF.Inc
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北蓮蔵
渡欧期の肖像画

展 覧会 會津 博 物館

皿・盤・鉢　―やきものの形Ⅱ―

展 覧会 會津 博 物館

早稲田のなかの韓国美術

展 覧会 會津 博 物館

　北蓮蔵は、明治美術会から太平洋戦争末

期の戦争画に至るまで、長きにわたって制

作を続けた画家でありながら、その画業に

ついて伺い知ることは困難であった。本展で

は2008年から翌年にかけて渡辺伸子氏よ

り寄贈された、未公開の北蓮蔵の習作群の

うち、渡仏期の油彩画肖像および関連資料

を展示し、知られざる北蓮蔵という画家への

理解をうながす展覧会とする。

6月30日（月）～8月3日（日）

會津八一記念博物館1階　企画展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

主催

● 来場者数　2,796人

　「やきものの形」シリーズの2回目。今回は

ものを盛るために使われる器に焦点をあて、

富岡コレクションから日本・中国の陶磁器作

品選び展示した。皿から盤、盤から鉢へと器

の呼称が変わると、周縁部は角度をもち、見

込みは深くなる。また中国で盤と称される形

は、わが国では盤といわず鉢と呼ばれてい

る。それぞれの形の変化ばかりではなく、時

代や制作地の違いにも注意を向けてもらえ

るよう工夫した。

7月4日（金）～9月19日（金）

會津八一記念博物館1階　富岡重憲コレクション展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

主催

● 来場者数　1,776人

　早稲田大学會津八一記念博物館には、古

瓦塼をはじめ、陶磁器、絵画資料、仏教美術

品、工芸品、拓本資料、石造資料などの韓国

関連の所蔵品が多くある。過去の韓国関連

の展示では、主に古瓦塼を含めた考古資料

が中心であった。そこで本企画展では、従来

の展示では公開しなかった陶磁器や絵画資

料などの美術資料を中心に精品約40点を

展示した。また、早稲田大学早稲田キャンパ

スに設置された韓国の石造資料を紹介する

コーナーも設け、美術資料と合わせて鑑賞

することができる。

9月26日（金）～11月3日（月）

會津八一記念博物館1階　企画展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

主催

● 来場者数　3,612人

研
究
活
動
・
教
育
活
動

文
化
事
業

出
品
・
展
示
協
力

展
覧
会
・
催
し
物
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市島春城と画人たちとのかかわり―印章コレクションから―

展 覧会 會津 博 物館

　当大学の初代図書館長であった市島春城

（1860～1944）は、その生涯に千顆近くの

印章を集めたという。うち約700顆が当館の

所蔵となっている。今回は江戸時代から明

治初期に活躍した画家、高芙蓉、池大雅、高

嵩谷、春木南湖、山本梅逸、高久靄崖、池田

孤邨、河鍋暁斎らの用印を展示した。また、

2012年に新発田市の市島邸で見つかった

川村清雄の「ヴェニス風景」およびこれとほ

ぼ同構図の個人蔵の作品、2013年度当館

に寄託された川村の小品2点もあわせて公

開した。

9月29日（月）～11月15日（土）

會津八一記念博物館1階　富岡重憲コレクション展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

主催

　日吉館は、大正初めに奈良で創業した旅

館で、奈良を愛する文学者、画家、彫刻家や

歴史、建築史、美術史の研究者らの定宿であ

る。また早稲田大学だけでなく多くの大学は

奈良への研修旅行の際に日吉館を利用し、

古寺や古仏を楽しみながら散策をしていた。

日吉館には會津八一が揮毫した多くの書作

品が飾られていたが、日吉館が廃業になった

ため、これらの作品が會津八一記念博物館

に寄贈された。そこで、今回の特集展示では、

寄贈を記念して日吉館旧蔵の會津八一の作

品とともに日吉館関連の資料を紹介した。

奈良・日吉館と會津八一

展 覧会 會津 博 物館

10月13日（月）～11月8日（土）

會津八一記念博物館2階　常設展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

主催

展 覧会 會津 博 物館

早稲田大学の縄文時代研究　縄文文化の探究

● 来場者数　2,259人

● 来場者数　2,689人

　故西村正衛教授の大著『石器時代におけ

る利根川下流域の研究 ―貝塚を中心とし

て―』の上梓から30年を記念し、西村教授

をはじめ早稲田大学考古学研究室による縄

文時代の発掘資料から縄文文化の調査研

究を紹介した。本展では、縄文文化の解明

を目的として調査された利根川下流域の貝

塚から出土した考古資料に加えて、青森・津

軽、大船渡湾沿岸、印旛・手賀沼周辺地域の

出土資料もあわせて展示した。

①2014年11月10日（月）～2015年1月10日（土）
②2015年1月26日（月)～2月21日（土)

①會津八一記念博物館1階　 企画展示室
②早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター
　 ２階　情報資料室

會津八一記念博物館・文化企画課

千葉県教育委員会
早稲田大学文学部考古学研究室、
早稲田大学教務部本庄プロジェクト推進室、

（公財）本庄早稲田国際リサーチパーク、
（株）早稲田大学アカデミックソリューション

会期

会 場
協力・協賛

主催・共 催

● 来場者数　3,045人（①2,498人、②547人）
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富岡コレクションの近代美術

　富岡重憲は矢部友衛、寺畑助之丞にとっ

てパトロンのような存在であったともいわれ

る。1924年に描かれた矢部友衛の「裸婦」、

1933年第7回構造社展に出品された「聖徳

太子像（頭部）」をはじめ、橋本雅邦の「松林

高士図」、下村観山「高士図」、橋本関雪「列

子御風図」など明治から大正期に描かれた

日本画、北大路魯山人や浜田庄司の陶芸作

品など富岡コレクションのなかから近代美

術を展示した。

2014年11月25日（火）～2015年1月31日（土）

會津八一記念博物館1階　富岡重憲コレクション展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

主催

展 覧会 會津 博 物館

黄檗僧の書と明清美術

　富岡コレクションの禅僧の書画より、黄

檗宗の費隱通容、日本に黄檗宗を伝えた隠

元隆琦や木庵性瑫、獨照性圓や獨湛性瑩、

売茶翁といわれた月海元昭の書に、中国明

清時代に制作された陶磁器、明時代の漆芸

品、清乾隆23（1767）年の年記のある袁耀

の大幅「春江花月夜図」をあわせ展示した。

袁耀の作品は2004年当館に寄贈を受けて

以来初公開。

2015年3月2日（月）～4月18日（土）

會津八一記念博物館1階　富岡重憲コレクション展示室

會津八一記念博物館

会期

会 場

主催

展 覧会 會津 博 物館

　早稲田スポーツの先駆者にして、競走部

（今年度創設100周年）黄金時代の立役者

― 沖田芳夫・織田幹雄・南部忠平・西田修

平、昭和初期という激動の時代、自己の限

界に挑み、世界へと羽ばたいた彼らが見た

光景とは―。日本人初の金メダリスト・織

田幹雄が愛用したスパイク、今なおスポー

ツ史上にさんぜんと輝く2枚の「友情のメダ

ル」（西田修平・大江秀雄）など、貴重な資

料とともに4人の足跡と交錯する人間模様

に迫った。

世界への跳躍、限界への挑戦
―早稲田スポーツの先駆者とその時代―

展 覧会 大学史資料センター

3月24日（月）～4月25日（金）

會津八一記念博物館1階　企画展示室

大学史資料センター

会期

会 場

主催

● 来場者数　1,601人

● 来場者数　2,170人
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2013 年度受贈資料展―資料に読むワセダの物語

　大学史資料センターでは、毎年、前年度

に寄贈された資料を一堂に集めた「受贈資

料展」を開催している。今年も数百点に上る

貴重な資料をえりすぐり、早稲田大学の明

治・大正・昭和、そして平成の各時代を振り

返った。校友が大切に保管し続けてきたア

ルバムや、政治家・風見太郎の関係資料、さ

らには学徒出陣体験者が残した記録など、

バラエティーに富んだ受贈資料の世界を楽

しんだ。

6月20日（金）～8月3日（日）

26号館（大隈記念タワー）10階　125記念室

大学史資料センター

会期

会 場

主催

展 覧会 大学史資料センター

　十五年戦争（日中戦争、アジア太平洋戦

争）から、1945年8月の敗戦を経た占領期ま

での早稲田大学の歴史を展示した。とくに、

戦時下の学生生活や勤労動員、学徒動員、

さらには植民地出身学生と戦争などのテー

マに焦点をあて、戦時下における学生の諸

相、戦争と大学の関係をあらためて問うた。

　2015年は、敗戦から70年という節目を迎

える年である。学徒たちがどのように戦場に

送られ、また日常へ回帰し、戦後を生きたの

か。今、あらためて戦争と額との関係を問い

直す展示となった。

十五年戦争と早稲田

戦後七〇年　学徒たちの戦場

展 覧会 大学史資料センター

展 覧会 大学史資料センター

10月1日（水）～11月8日（土）

26号館（大隈記念タワー）10階　125記念室

大学史資料センター

2015年3月25日（水）～4月25日（土）

會津八一記念博物館　企画展示室

大学史資料センター

会期

会期

会 場

会 場

主催

主催

● 来場者数　504人

● 来場者数　1,666人

● 来場者数　3,565人
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外山滋比古先生講演会『乱読のセレンディピティ』
――思いがけないことを発見するための読書術

　30年間にわたり読み継がれている184

万部のベストセラー『思考の整理学』（筑摩

書房）の著者であり、お茶の水女子大学名

誉教授の外山滋比古氏の講演会を開催。

2014年4月に刊行された『乱読のセレン

ディピティ』の中に紹介されている思考を養

う読書術や人生論を、「知の巨人」と呼ばれ

る著者自ら本学学生に熱く語った。また、当

日は生協ブックセンターによる外山氏著作

の販売も行った。

6月19日（木）18:15～19:30

大隈記念講堂大講堂

早稲田大学生活協同組合ブックセンター

文化推進部

外山滋比古

会期

会 場

主催

協力

講 師

講 演会 文化企画課

文化推進部文化企画課

ロバート キャンベル、十重田 裕一

早稲田小劇場どらま館起工記念
「ロバート キャンベル氏と語る東京の文学」

　2015年3月完成予定の「早稲田小劇場ど

らま館」起工を記念して企画された。観覧希

望者多数により、開催場所を当初予定の小

野記念講堂から大隈記念講堂に変更して開

催。第１部では、日本文学研究者であり、各

メディアで活躍中のロバート キャンベル氏

から、関東大震災で破壊されて生まれ変わっ

た銀座を舞台にした文学作品の紹介・解

説が行われた。第２部では、キャンベル氏が

「畏友」と呼ぶ、十重田裕一教授（文化推進

部長・文学学術院）と、過去・現在の東京の

地図・写真を見ながら対談が行われた。

講 演会 文化企画課

7月8日（火）16:30～18:00

大隈記念講堂大講堂

日時

会 場

主催

講 師

● 来場者数　280人

● 来場者数　372人

催し物 文化企画課

4月15日（火）17:30～19:00

大隈記念講堂大講堂

早稲田大学（文化推進部・総長室）

早稲田大学校友会

リーガロイヤルホテル東京

野村万作・野村萬斎・
本田光洋他

第 5 回　早稲田狂言の夕べ
会期 出演

会 場

主催

協力

協賛

　本学校友で人間国宝の野村万作氏、推薦

校友の野村萬斎氏他、豪華ゲストによる本

格的な狂言公演。2010年度より毎年4月に、

在学生、教職員、大学招待者、招待校友等を

対象に開催されている。今回は校友の本田

光洋氏による仕舞も加わった。大隈記念講

堂でしか観られない一味違った舞台は大好

評を博した。 ● 来場者数　879人
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『源氏物語』を離れて

　近年、盛んになってきている古典文学の

受容をめぐる研究の中でも気鋭の研究者2

名を招いて、『源氏物語』がいかに受容され、

そして「利用」「再生」されてきたかを語って

いただいた。第1部はマイケル・エメリック

氏による「イメージ・テキスト・ブックとしての

『偐紫田舎源氏』」、嶋崎聡子氏による「近世

演劇空間における「源氏」表象」の2講演、第

2部は本学文学学術院教授である陣野英則

氏も参加し、ディスカッションを行った。

7月11日（金）15:00～17:15

小野記念講堂

総合人文科学研究センター

文化推進部

マイケル・エメリック、
嶋崎聡子、
陣野英則（文学学術院教授）

十重田裕一

会期

会 場

主催

共 催

講 師

司会

講 演会 文化企画課

● 来場者数　約150人

多和田葉子・高瀬アキ　パフォーマンス＆ワークショップ

公 演・ワークショップ 文化企画課

展 覧会 文化企画課

早稲田大学・本庄市・美里町共催展

「本庄・美里の古墳時代」

　本庄キャンパス周辺地域との連携事業の

一環として、埼玉県本庄市・美里町の歴史を

体感できる展示を開催。本庄市および美里

町では古くは旧石器時代から人々が生活し

た痕跡が残されており、なかでも古墳時代は

特に隆盛を極めた時代である。本庄市教育

委員会および美里町教育委員会、埼玉県立

さきたま史跡の博物館のご協力のもと、埴輪

や装飾品、土師器など豊富な資料を展示し

た。会期中に2回、市民向けの講座を開催。

7月23日（水）～8月30日（土）

早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター2階　情報資料室

文化推進部　　　　　本庄市教育委員会、美里町教育委員会、（公財）本庄早稲田国際リサーチパーク

教務部本庄プロジェクト推進室、教務部考古資料館、埼玉県教育委員会、埼玉県立さきたま史跡の博物館

（株）早稲田大学アカデミックソリューション

会期

会 場

主催

協力

支 援

共 催

● 来場者数　819人

　ベルリン在住の作家・多和田葉子のテキスト朗読
と、ジャズピアニスト・高瀬アキの即興ピアノによるパ
フォーマンスとワークショップで、言葉と音楽のコラボ
レーションの可能性を探った。

パフォーマンス「白拍子vs黒拍子」
　昨今、日本でも芸術の世界に、さまざまな形で「規制」
がかかるようになってきている。体制批判と受け取れる作
品が美術展から撤去されたり、反原発アートに対して展
示会場の貸与が拒否されたり。歴史上、芸術や学問への

弾圧は珍しくないが、先人たちはそのような「規制」とどの
ように向き合ってきたのだろうか。権力と芸術の関係につ
いて、多和田氏・高瀬氏が切実な問いを投げかけた。

ワークショップ「言葉と音楽　Vol.5」
　事前に指名された学生達が、「文学を音楽に翻訳
する」というテーマで、多和田氏の作品を読んで自由
にイメージした音楽を創ってきてもらった。多和田氏・
高瀬氏からの丁寧な講評があり、発表する側も見る側
も、表現の新しい可能性を感じる機会となった。

パフォーマンス「白拍子vs黒拍子」
11月12日（水）18：30～20：30　

ワークショップ「言葉と音楽　Vol.5」
11月13日（木）16：30～18：30

小野記念講堂

文化推進部、文化構想学部文芸
ジャーナリズム論系

多和田葉子（作家）
高瀬アキ（ジャズピアニスト）

松永美穂（文学学術院教授）

日時

会 場

主催

ゲスト

司会

● 来場者数　220人
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早稲田大学スペシャル・コンサート 
with 日本フィルハーモニー交響楽団

コンサート 文化企画課

木内昇座談会～ひとつの小説ができるまで～

講 演会 文化企画課

12月10日（水）18:00～20:20

サントリーホール

文化推進部文化企画課

日本フィルハーモニー交響楽団

古内亀治朗商店株式会社

日本フィルハーモニー交響楽団、
早稲田大学グリークラブ、
早稲田大学・日本女子大学室内合唱団、
早稲田実業学校吹奏楽部、
早稲田実業学校音楽部、
早稲田摂陵高等学校ウィンドバンド

日時 出演

会 場

主催

　プロの音楽集団「日本フィルハーモニー交

響楽団」と触れ合うことにより刺激を受け、豊か

な感受性を育ませると同時に、早稲田の音楽

のレベルの高さを内外に発信することも目的と

して実施され、1,455名が来場した。早稲田の

生徒・学生だけで演奏者・合唱者共に総勢150

名を超える規模で出演。観客も含めると小学生

～大学生までの早稲田の児童・生徒・学生がサ

ントリーホールに集結するALL WASEDAのイ

ベントとなった。

協力

協賛

● 来場者数　1,455人

　木内昇氏は2009年に第2回早稲田大学

坪内逍遙大賞奨励賞を受賞後、2011年に

『漂砂のうたう』で第144回直木賞を受賞、

2014年には『櫛挽道守』で第9回中央公論

文芸賞、第27回柴田錬三郎賞、第8回親鸞

賞を受賞。綿密な歴史考証と人間への深い

洞察に基づくドラマ性で気鋭の中堅作家と

して人気上昇中の木内氏、『櫛挽道守』の担

当編集者・伊礼春奈氏を招き、座談会を実

施。コーディネーターは市川真人文学学術

院准教授。

2015年1月17日（土）16:30～18:00

戸山キャンパス38号館2階　AV教室

文化推進部文化企画課、文化構想学部文芸・ジャーナリズム論系

木内昇、伊礼春奈、市川真人（文学学術院准教授）

会期

会 場

共 催

講 師・出演

● 来場者数　157人

　本展は、早稲田大学と美濃加茂市の文化

交流事業の一環として実施した展覧会であ

る。巡回展として、美濃加茂市民ミュージア

ムでの開催に続き、本学の125記念室にて

開催した。本展では、美濃加茂市と本学演劇

博物館所蔵の書簡・軸・愛用品など約100

点の資料によって、逍遙と文化人との交流

の様子を紹介した。

2014年12月5日（金）～2015年1月9日（金）

26号館（大隈記念タワー）10階　125記念室

美濃加茂市民ミュージアム、文化推進部

会期

会 場

主催

● 来場者数　258人
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ワークショップ 文化企画課

「早稲田大学の縄文時代研究　縄文文化の探究」関連企画

太古の技術にふれてみよう！縄文土器づくり

　會津八一記念博物館・文化推進部主催で

開催された「早稲田大学の縄文時代研究　

縄文文化の探究」展の関連企画として、小中

高生を対象として縄文土器づくりの技術に

ふれるワークショップを行った。参加者は展

覧会を見学して縄文土器を観察した後、実

際の土器をモデルにして焼成が不要な「は

にわねんど」を用い、輪積みによる形づくり

から施文法の体験まで行った。指導は會津

八一記念博物館助手の平原信崇氏および、

本学文学部考古学研究室の学生が行った。

2015年2月7日（土）10:00～16:00

早稲田リサーチパーク・コミュニケーションセンター　
4階　N405・406会議室

會津八一記念博物館、
文化推進部

平原信崇
（會津八一記念博物館助手）

会期 主催

会 場
講 師

● 来場者数　62人

真実を伝え続ける絵画
―アウシュヴィッツに生きたＭ・コシチェルニャック展―

展 覧会 文化企画課

「夜と霧（Nuit et brouillard）」上映会

2015年3月24日（火）～4月23日（木）

26号館（大隈記念タワー）10階　125記念室

文化推進部、ポーランド広報文化センター、駐日ポーランド共和国大使館

野村路子

会期

会 場

主催

協力・協賛

　「アウシュヴィッツ＝ビルケナウ　ナチス・

ドイツの強制絶滅収容所（1940～1945

年）」に収容され、その実態を描いたポーラ

ンド人画家Ｍ・コシチェルニャック（1912～

1993年）。これらの絵画のうち19点を所有

する野村路子氏（作家、校友）協力のもと、

ポーランド広報文化センター、駐日ポーラン

ド共和国大使館、本学の主催で、コシチェル

ニャック絵画と関連資料を紹介する展覧会

が開催された。収容所の実態を描いた貴重

な絵画の展示はメディアでも大きく取り上げ

られ、連日多くの方にお越しいただいた。

● 来場者数　2,603人

　1955年に公開されたアラン・レネ監督の

ドキュメンタリー映画「夜と霧」は、残忍な事

実を克明に描き、世界中に衝撃を与えた作

品である。本上映会は展覧会関連イベントと

して、当時の収容所の状況をより立体的に

理解してもらうことを目的に開催された。

2015年4月16日（木）、17日（金）15:00~15:40

中央図書館4階　AVホール

文化推進部

会期

会 場

主催

● 来場者数　78人

催し物
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「アウシュヴィッツ」は今、私たちに何を語るか

　戦争終結から70年たったこの世界情勢

のなかで、現代の私たち自身の問題として

アウシュヴィッツの意味を再考し、これから

の国際関係のあるべき姿を探るというテー

マのシンポジウム。基調講演「70周年を迎

えたアウシュヴィッツで考えたこと」、各報告

「ゲットーから何を知りえたか：歴史家リン

ゲンブルムと絶滅収容所」「『言葉の混乱』

としてのアウシュヴィッツ―プリーモ・レー

ヴィを例に」「ポストメモリーの時代―継承

される『アウシュヴィッツ』」、パネルディス

カッションが行われた。

2015年4月18日（土）

戸山キャンパス36号館382教室

文化推進部、
ポーランド広報文化センター、
駐日ポーランド共和国大使館

野村路子

会期

協力・協賛

会 場 挨拶：ツィリル・コザチェフスキ（駐日ポーランド共和国大使）
李成市（文化推進担当理事）
コーディネーター：大内宏一（文学学術院教授）

基調講演：野村路子（作家）
パネリスト：武井彩佳（学習院女子大学准教授）

古矢晋一（本学非常勤講師）
宮崎悠（北海道教育大学専任講師）

講 師

主催

● 来場者数　190人

シンポジウム
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大隈記念講堂
単独企画（4 団体）

日程 曜日 サークル名 上演時間
6月6日 金 お笑い工房　LUDO 18:30～20:10

6月7日 土
ChocoCrunch & Street Corner Symphony 17:30～19:30

（小講堂）早稲田8大映画サークル 10:00～19:00

6月8日 日 Waseda International Festival 18:30～20:00

オムニバス公演　（14 団体）
6 月 14 日（土）

サークル名 上演時間
オルケスタ・デ・タンゴ・ワセダ 11:00～11:30

ハイソサエティ・オーケストラ 12:00～12:30

エレクトーンサークル　AUGMENT 14:00～15:00

東京花火×三津巴 15:30～16:30

日本舞踊研究会 17:00～18:00

早稲田大学ジャグリングサークル～infinitｙ～ 18:20～19:20

ワセダギャラリー　（2 団体）　5 月 31 日（土）～ 6 月 14 日（土）

サークル名 期間
怪獣同盟 5月31日（土）～6月3日（火）

陶芸部稲穂窯 6月6日（金）～14日（土）

小野記念講堂　（4 団体）　6 月 12 日 ( 木）～ 15（日）

早稲田演劇週間 参加劇団：接続過剰、劇団ねこぜ、劇団新、ぱふちゃんのめ 

6 月 15 日（日）
サークル名 上演時間

魁響×UNITY 11:00～11:30

下駄っばーず 11:45～12:15

TAP-LOVERS 12:20～12:50

Waseda Salsa Party 14:00～14:30

ハワイ民族舞踊研究会 14:40～15:40

ジャズダンスサークルOasis 15:50～16:20

モダンジャズ研究会 16:30～17:30

SHOCKERS 17:40～17:55

　早稲田学生文化・芸術祭は「学生団体の発表機会を増やし、早稲

田の学生文化・芸術を発信・創造すること」を目的に2010年より毎

年6月に開催されている。文化推進部・学生部のサポートのもと、公

認サークルの学生が主体となって行っている。春の早稲田祭をめざ

し、早稲田文化を継承していくイベントにしていこうとしている。

　2014年度は、21企画34団体が参加し、メイン会場となる大隈記

念講堂をはじめ、小野記念講堂、ワセダギャラリーにて個性を活か

したパフォーマンスや展示を実施した。

　大隈記念講堂では、3日間に渡り4団体の単独公演が行われた

後、最後の2日間は14企画16団体が参加する、華やかな「オムニバ

文 化 事 業
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ス公演」が開催された。

　「オムニバス公演」ではOBであるプロの舞台監督が進行ならび

に演出面を、早稲田大学放送研究会が照明・音響・映像等の総合

演出を行い、活気のあるイベントとなった。

　小野記念講堂では、初年度から毎年行われている学生演劇の祭

典「早稲田演劇週間」が開催された。4日間毎日4団体の作品が上

演された。

　ワセダギャラリーでは2団体による展示が開催された。

　来場者は延べ約4,500名と盛況であった。参加した学生の満足

度は高く、今後も更なる発展をしてゆきたいイベントである。

大隈記念講堂：6月6日(金)～15日(日)
小野記念講堂：6月12日(木)～15日(日)
ワセダギャラリー：5月31日（土）～14日（土）

会 場・日時
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10月13日（月）～10月28日（火）　 大隈記念講堂、小野記念講堂など期 間

＜イベント＞

日 時 会場 内容 企画名 主催・共催 来場者数

10/13(月） 18:30-20:00 大隈記念講堂大講堂 公演
日本舞踊と早稲田大学 

～伝統と希望～　伝統芸能のこれから
文化企画課 200名

10/17（金） 18:00-19:30 小野記念講堂 講演 藪野 健の絵で観る早稲田 文化企画課 90名

10/18(土) 14:00-18:00
国際会議場3階

第3会議室
シンポジウム

18～19世紀の中央・東アジアにおける
民族的アイデンティ

高等研究所 30名

10/21（火） 18:30-20:00 大隈記念講堂大講堂 公演 早稲田文化芸術週間2014 創立記念日演奏会 文化企画課 290名

10/17（金）
～22日（水）

8:00-22:00
学生会館2階

アトリウム
コンテスト 早稲田フォトコンテスト 学生生活課

68名
（応募者
/118作品）

10/21（火） 16:30-18:00 小野記念講堂 講演
早稲田文化特論　日本が誇る居酒屋空間

－居酒屋で飲む酒は何故旨いのか－
文化企画課 118名

10/22（水） 18:30-20:00 小野記念講堂 講演
早稲田文化特論

早稲田が生んだ？世界のムラカミ？？
—村上春樹とノーベル賞の近くて遠い距離—

文化企画課 85名

10/23（木） 18:30-20:00 小野記念講堂 講演
早稲田文化特論　最も身近な経済学実験

—日常生活に潜む数字の罠—　
文化企画課 41名

10/21（火） 9:00-22:00 早稲田キャンパス内 構内ガイド
早稲田キャンパス・キャンパスガイド

手作りの早稲田名所案内
広報課 -

10/21（火） 13:00-15:00 小野記念講堂 上映 映画「夢は牛のお医者さん」上映会 ボランティアセンター 150名

10/25（土） 13:00-17:00 小野記念講堂 シンポジウム 日吉館をめぐる文化人　—會津八一を中心に— 會津八一記念博物館 146名

10/25（土） 13:00-17:30 大隈記念講堂小講堂 シンポジウム
Bauhaus-EUR Workshop報告会

『ドイツとイタリアにみるモダニズムと
ファシズムのアンビバレンス』

商学学術院WBS研究センター
アントレプレヌール研究会

64名

10/28（火） 16:30-17:30 大隈記念講堂大講堂 対談 身体表現と舞台芸術 学生生活課 280名

9/26（金）
～11/3（月）

10:00-17:00
會津八一記念博物館

企画展示室
展示 早稲田のなかの韓国美術 會津八一記念博物館

1,395名
9/29（月）
～11/15（土）

10:00-17:00
會津八一記念博物館

富岡重憲展示室
展示

市島春城と画人たちとのかかわり
—印章コレクションから—

會津八一記念博物館

10/1（水）
～11/8（土）

10:00-18:00
26号館

（大隈記念タワー）
125記念室

展示 秋季企画展　十五年戦争と早稲田 大学史資料センター 697名

10/1（水）
～2/4（水）

10:00-17:00
演劇博物館
企画展示室

展示 企画展「寄らば斬るぞ！——新国劇と剣劇の世界」 演劇博物館 1,690名

　早稲田文化芸術週間は、早稲田大学の学内各箇所の文化活動を社会に発信する目的で、2010年度より開始。2014年度は17のイベ

ントを実施。大学周辺商店会の皆さまのご厚意で開催期間中に文化・芸術に関わるサークルの作品を展示するなど、早稲田文化芸術週

間を街ぐるみで盛り上げていただき、例年以上にワセダ全体が文化・芸術色に染まった2週間であった。

会 場

文 化 事 業

早 稲 田 文 化 芸 術 週 間 2 0 1 4

研
究
活
動
・
教
育
活
動

文
化
事
業

出
品
・
展
示
協
力

展
覧
会
・
催
し
物

のべ　5,344名

日本舞踊と早稲田大学 
～伝統と希望～　伝統芸能のこれから

早稲田文化芸術週間2014 
創立記念日演奏会

大学周辺商店会協力店での
サークル作品展示
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早 稲 田 大 学 文 化 振 興 募 金

　早稲田大学は、1882年の創立以来、坪内逍遙らを嚆矢とする文学研究や、図書館・博物館における文化的資料の収集・公開を進めるとと

もに、芸術家、小説家、批評家、演劇人、映画人など、文化の発展に寄与する多くの人材を輩出してきました。また、国宝2件、重要文化財7件、

重要美術品8件を含む図書、図書資料、美術品、書画、博物資料、映像資料、記録文書類など、約500万点以上を所蔵しています。これらの「早

稲田文化」の資源の公開と活用をとおして、大学の使命のひとつである「社会貢献」を果たしてきました。価値観の多様化、広範な異文化間の

交流、多文化社会の形成により、現在、早稲田大学の文化的使命はますます大きくなっていると認識しています。

　こうした社会状況のなかで、文化推進部では二つの事業に積極的に取り組む所存です。

1．地域社会に開かれたキャンパスそのものをミュージアムにする
　学生・教職員、卒業生のみならず来校する方々の知的関心を満たすキャンパスづくりを行う事業。絵画や彫刻の実物に触れることができる

とともに、研究者や大学院生、学生の文化活動を直接目の前にして共有できる空間があり、早稲田らしさを感じ、早稲田に愛着をもてる空間

を創ります。

2．バーチャルミュージアムを実現し、世界に向けて文化発信する
　早稲田大学の文化資源を、先端技術による三次元等の仮想空間の中で、実際には「触れる」ことが難しい美術工芸品を生き生きとした姿

で再現させ、これまでにない新たな文化体験ができる、それがバーチャルミュージアムです。実現すれば、早稲田のキャンパスに限定されるこ

となく広く世界中で早稲田の文化資産に接することができるようになります。東西古今の「文化の潮」が渦巻く早稲田からの力強い文化発信

と、早稲田の文化を未来の世代へ承け継ぐことが文化推進部の使命であると考えています。

　2014年度より、以上の新規事業とそれを支える基礎的事業を遂行するために「早稲田文化振興」のための募金活動を開始しました。

「早稲田大学文化振興募金」の開始に当たり、下記の通り発足の会を開催しました。

「繚乱の春、早稲田文化は咲き薫る

―キャンパスのミュージアム化、バーチャルミュージアムの実現―早稲田文化を語る」

キャンパスのミュージアム化と世界に向けての文化発信
―早稲田の文化を未来の世代へ―

日時：4 月 15 日（火）15:15 〜

会場：26 号館（大隈記念タワー）地下　多目的講義室

次第：（1）挨拶　藁谷友紀（本学理事）

山中伸一（文部科学事務次官）

森喜朗（元内閣総理大臣）

鳥越文蔵（本学名誉教授）

（2）會津八一記念博物館見学

（3）懇親（會津八一記念博物館 1 階ロビー）

阿刀田 高　様 作家、早稲田大学芸術功労者

大橋 一章　様 早稲田大学名誉教授

桜井 正光　様 株式会社リコー特別顧問、前経済同友会代表幹事

角 和夫　様 阪急阪神ホールディングス株式会社代表取締役社長

坪内 ミキ子　様 女優

ドナルド・
キーン　様

早稲田大学芸術功労者、早稲田大学名誉博士、
文化勲章受章者

鳥越 文蔵　様 早稲田大学芸術功労者、早稲田大学名誉教授、
紫綬褒章受章者

永井 多恵子　様 公益財団法人せたがや文化財団理事長、元NHK副会長

中村 吉右衛門　丈 歌舞伎役者、重要無形文化財各個指定保持者（人間国宝）、
日本藝術院会員

野村 万作　様 狂言師、重要無形文化財各個指定保持者（人間国宝）

日枝 久　様 株式会社フジ・メディア・ホールディングス
代表取締役会長

森 喜朗　様 元内閣総理大臣、元衆議院議員

盛田 和昭　様 盛田エンタプライズ株式会社会長

藪野 健　様 早稲田大学栄誉フェロー、画家、日本藝術院会員

以下に「早稲田大学文化振興募金」にご賛同くださる皆様を記載します。（2015年3月31日現在）
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2 0 1 4 年 度 　 出 品 ・ 展 示 協 力

期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

4月2日～8月24日 「歌舞伎は旅する大使館」展 松竹株式会社

4月19日～6月1日 「上方の浮世絵―大坂・京都の粋と技」展 大阪歴史博物館

4月24日～5月13日 「法隆寺―祈りとかたち」展 奈良県東京事務所

4月26日～6月22日 特別展「暁の劇場～鴎外が試みた、或る演劇」 文京区立森鴎外記念館

4月26日～6月8日 特別展「歌舞伎と馬」 公益財団法人馬事文化財団

5月23日～6月19日
中世文学会春季大会記念展覧会

「そして能が生まれた」
中世文学会

7月1日～9月25日 「江戸妖怪大図鑑」展 太田記念美術館

7月19日～8月24日
2014年12月5日～
2015年1月9日

逍遙―思いを伝えた手紙と人―展
美濃加茂市民ミュージアム、
文化推進部

8月2日～8月31日
第 60 回特別企画展　
子規と「小日本」―新聞界の旋風―

松山市立子規記念博物館

9月13日～11月24日 特別展「流行をつくる　―三越と鴎外―」 文京区立森鴎外記念館

9月24日～10月23日
「日本初のオデット姫　

貝谷八重子オリジナル・バレエ衣裳展」
日本大学芸術学部

9月28日～
2015年4月5日

「見つめて、シェイクスピア展！」
練馬区立美術館　
滋賀県立近代美術館　巡回展

10月 1日～11月24日 「没後 150 年記念　歌川国貞展」 太田記念美術館

11月 1日～12月21日 「大判じ絵」展 郡山市立美術館

12月6日～
2015年1月12日

特別展「歌川国貞の忠臣蔵浮世絵」 赤穂市立歴史博物館

12月20日～
2015年2月8日

特別展「番組でみる明治の能楽」
横浜能楽堂（公益財団法人
横浜市芸術文化振興財団）

2015年2月21日～
4月19日

「東宝スタジオ展　映画＝創造の現場」 世田谷美術館

2015年2月24日～
2016年2月14日

企画展「近代国家制度の形成２　
子規・真之の青春」

坂の上の雲ミュージアム

2015年3月7日～
5月10日

PARASOPHIA: 京都国際現代芸術祭 2015
京都国際現代芸術祭組織委員会、
一般社団法人京都経済同友会

2015年3月7日～
5月6日

「空飛ぶ美術館―飛躍のための術」 三重県立美術館

【演劇博物館】
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2 0 1 4 年 度 　 出 品 ・ 展 示 協 力

期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

5月23日～6月21日 「那波多目功一展」 そごう美術館

6月14日～7月6日
光風会100回展記念

「洋画家たちの青春―白馬会から光風会へ」［名古屋展］
東日本鉄道文化財団

7月10日～9月25日
平成26年度佐久市立近代美術館
特別企画展「山本文彦展」

佐久市立美術館

8月1日～9月28日 「會津八一の奈良『鹿鳴集』の世界展」 會津八一記念館

8月31日～11月27日
平成27年度特別展「没後100年
五姓田義松—最後の天才—」

神奈川県立歴史博物館

9月2日～11月28日 特別展「岡田三郎助—エレガンス・オブ・ニッポン—」 佐賀県立美術館

2014年12月11日～2015年3月20日 「仁阿弥道八展」 サントリー美術館

期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

4月16日～4月21日 翰墨蔵珍・中国書画作品展
主催：早稲田大学、
共催：和歌山県日中友好協会、

中国広東省人民対外友好協会

【會津博物館】

【文化企画課】

期　　　間 展覧会名称 申請者団体名

6月3日～6月8日 岐阜商業高等学校「創立110周年展」 岐阜県立岐阜商業高等学校

6月15日
早稲田大学地域交流フォーラム（「早稲田を知る」in 山梨）パネル展示
「世界への跳躍、限界への挑戦、－早稲田スポーツの先駆者たちとその時代」

早稲田大学教務部教務課

6月26日～7月9日
早稲田フェスタ in 遠州2014
「荒ぶる魂―大西鐵之祐と早稲田ラグビー」

遠州稲門会
磐田市立中央図書館

7月21日
早稲田大学地域交流フォーラム（「早稲田を知る」in 佐賀）パネル展示
「荒ぶる魂―大西鐵之祐と早稲田ラグビー」

早稲田大学教務部教務課

7月21日～8月3日 「子どもたちに伝える平和のための資料展」 岐阜市市民共同推進課

7月19日～8月24日
2014年12月5日～2015年1月9日

逍遙—思いを伝えた手紙と人—展
美濃加茂市民ミュージアム、
文化推進部

10月14日～12月12日
企画展

『戦没学生の遺稿にみる「特攻」』
わだつみのこえ記念館

10月20日～12月12日
平成26年度憲政記念館特別展

「明治に活きた英傑たち―議事堂中央広間から歴史を覗く―」
衆議院憲政記念館

11月9日
早稲田大学競走部創立百周年記念式典　パネル展示

「世界への跳躍、限界への挑戦、－早稲田スポーツの先駆者たちとその時代」
早稲田大学競走部

2015年2月14日～2015年3月22日
佐賀市大隈記念館開館記念特別企画展

「不撓不屈～幾多の逆境をはねのけて」
佐賀市大隈記念館

【大学史資料センター】
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応募期間
表 彰 式
主　　催
審 査 員

日 時

会 場
主 催
共 催

後 援
協　　賛
協　　力

応募期間
表 彰 式
主　　催
審 査 員

日 時
会 場
主 催
共 催
後 援
協 賛

プログラム

プロデュース

6 月 23 日（月）〜 9 月 19 日（金）
12 月 14 日（日）
新宿区・新宿区教育委員会　　※本学は後援
委員長　半藤一利（作家）
審査員　中島国彦（早稲田大学文学学術院教授）

久保庭健吉（日本語教育学会常任理事）
中山弘子（新宿区長）
酒井敏男（新宿区教育庁）

2015 年 3 月 8 日（日）14:00 〜 17:45
（オープニングイベントは 13:00 〜）
大隈記念講堂大講堂
早稲田の街スプリングコンサート実行委員会
早稲田てらこや（宝泉寺）、早稲田少年少女合唱団

新宿区教育委員会
早稲田大学周辺商店連合会（W 商連）
早稲田大学文化推進部

6 月 23 日（月）〜 9 月 19 日（金）
12 月 14 日（日）
新宿区・新宿区教育委員会　　※本学は後援
委員長　半藤一利（作家）
審査員　藪野健（早稲田大学栄誉フェロー、日本藝術院会員）

南口清二（一般社団法人二紀会理事）
中山弘子（新宿区長）
酒井敏男（新宿区教育庁）

7 月 20 日（日）16:00 〜 18:30
大隈記念講堂大講堂
公益財団法人東京都防災・建築まちづくりセンター
東京都
早稲田大学文化推進部、新宿区
早稲田大学周辺商店連合会、

（株）佐藤総合計画、戸田建設（株）

第 1 部　講演会
・地元商店会と大隈記念講堂について
・大隈記念講堂の保存と改修工事について
・歴史文化と音楽について
第 2 部　クラシックコンサート（木管 6 重奏）
浮ヶ谷孝夫

：
：
：
：

：

：
：
：

：
：
：

：
：
：
：

：
：
：
：
：
：

：

：

■平成26年度 新宿区夏目漱石コンクール
　読書感想文コンクール　「わたしの漱石、わたしの一行」
　（中学生の部・高校生の部）

■第5回　早稲田の街Spring Concert

■平成26年度 新宿区夏目漱石コンクール
　絵画コンクール　「猫になって描いてみよう～わがはいはネコである～」
　（小学生の部）

■歴史的建造物の保存を支援するチャリティコンサート
　ブランデンブルグ国立管弦楽団トップメンバーとソリストによる共演

地 域 交 流 事 業

　文化推進部は、本学の優れた文化資源を公開し各地

の教育研究活動に役立て、また、本学が有する人的資

源を地域社会の教育や文化推進に活用し社会貢献する

ため、さまざまな文化事業を展開している。本学のキャ

ンパスが所在する地域や包括協定・文化交流協定を締

結した地域で、大学が所蔵する貴重な文化財を巡回展

覧会により公開している。また、地域の行政・企業・住

民と連携して、本学の学生・教職員に校友も加わり、演

劇・映画・映像・音楽・文学・芸術・科学・スポーツなど

の多様なイベントを協働で実施している。

１．新宿区

（１）催し物の後援・協力（文化推進部） 新宿区との地域交流事業として、今年度は以下の催し物の後援・協力を行った。
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①日本の伝統演劇講座【狂言】
会場：都立八王子特別支援学校
日時：9 月 25 日（木）第１部　13:30 〜 14:00　第 2 部　14:10 〜 14:40
講師：善竹十郎、善竹大二郎（狂言師）

②日本の伝統演劇講座【狂言】
会場：都立光明特別支援学校
日時：10 月 23 日（木）10:30 〜 11:30
講師：善竹十郎、善竹大二郎（狂言師）

一線で活躍されているプロの演者を講師とし、出張講座を開催した。

③日本の伝統演劇講座【狂言】
会場：都立光明特別支援学校そよ風分教室

（国立成育医療センター内）
日時：11 月 20 日（木）11:00 〜 11:45
講師：善竹十郎、善竹大二郎（狂言師）

■特別支援学校への演劇鑑賞活動支援事業

①日本の伝統演劇出張（出前）講座【落語ワークショプ】
会場：新宿区立愛日小学校
日時：11 月 11 日（火）13:30 〜 14:50
講師：古今亭志ん丸、古今亭志ん吉（落語家）

②日本の伝統演劇出張（出前）講座【殺陣ワークショップ】
会場：新宿区立大久保小学校
日時：11 月 27 日（木）11:00 〜 12:30
講師：劇団若獅子 笠原章（代表）、根本亜季絵（俳優）

一線で活躍されているプロの演者を講師とし、出張講座を開催した。

③日本の伝統演劇出張（出前）講座【狂言ワークショップ】
会場：新宿区立牛込第三中学校（実際の会場は矢来能楽堂）
日時：12 月 18 日（木）13:40 〜 14:50
講師：善竹十郎、善竹大二郎（狂言師）

①日本の伝統演劇講座【ちゃんばらワークショップ】
劇団若獅子の協力を得、ちゃんばら（殺陣）体験の
ワークショップを開催した。
会場：小野記念講堂
開催日時：8 月 23 日（土）13:00 〜 16:00
講師：劇団若獅子　笠原章（代表）、根本亜季絵（俳優）、

浅井弘二（俳優）
※英語・中国語・韓国語の通訳付き

②こども映画教室＠早稲田エンパク 2014
こども映画教室の協力を得、演劇映像体験 ( 映画製作 ) 体験の
ワークショップを開催した。
会場：大隈記念講堂小講堂、レクチャールーム、6 号館 3F 教室等
日時：11 月 22 日（土）〜 24 日（月）初日・2 日目 10:00 〜 16:30
　　　　　　　　　　　　　　　　　 3 日目のみ　10:00 〜 18:00
講師：是枝裕和（理工学術院教授・映画監督）
　　　土肥悦子（こども映画教室代表）他スタッフ
後援：新宿区、新宿区教育委員会

（２）平成二十六年度 文化庁補助事業「地域と共働し情報発信基地を目指す演劇博物館」（演劇博物館）

■近隣小・中学校と共働した地域交流活動事業

■学校と演劇博物館の連携で行う演劇映像普及活動事業

　文化庁が実施する「地域と共働した美術館・歴史博物館創造活動支

援事業」として、「地域と共働し情報発信基地を目指す演劇博物館」と

いう企画が採択された。

　近隣諸学校との連携強化を図り共働することにより本館の情報発

信機能を高め、更なる博物館としての創造活動の強化を目指した。以

下のとおり三つの事業を計画した。本館にて2回、特別支援学校にて3

回、新宿区の小・中学校にて3回、合計8回にわたって演劇体験講座を

実施した。本事業は2010年度より実施され、5回目を迎えた。

　熱海市は逍遙終焉の地で、逍遙が晩年を過ごした双柿舎や、逍

遙が眠る海蔵寺がある。また、逍遙は熱海市歌も作詞した。熱海

市では演劇博物館と協力し逍遙顕彰事業を実施しており、毎年逍

遙の命日2月28日には、演劇博物館と共催で「逍遙忌記念祭」を

開催し、講演会や記念上演を行っている。2011年度からは逍遙忌

記念祭に合わせ、熱海市での坪内逍遙顕彰を中心とした文化振

興について、演劇博物館・本学総務課・熱海市教育委員会・熱海

稲門会・美濃加茂市を交えた意見交換会も毎年行っている。

２．静岡県熱海市

■「第44回　逍遙忌記念祭」
日　時：2015年2月28日（土）13:00
会　場：熱海市「起雲閣」（音楽サロン）
主　催：熱海市、熱海稲門会、
　　　   演劇博物館

内　容：記念式典、お慕いのことば、来賓挨拶、
逍遙作詞歌斉唱「としのはじめ」「開いた開いた」「世界の公園」「小蓬莱」「熱海市歌」

（坪内逍遙のうた保存会）
記念講演「坪内逍遙と澤田正二郎—新しい国劇をめざして―」児玉竜一（演劇博物館副館長）
お礼のことば
終了後、海蔵寺墓参
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　早稲田大学は2006年12月19日、大隈重信の出身地である佐賀

県と「連携協働に関する基本協定」を締結し、様々な教育・研究

の協働事業を展開している。また、佐賀市には大隈候生誕125周

年を記念して開館した大隈記念館と国の指定史跡である大隈重

信旧宅（生家）があり、毎年２月中旬から３月下旬の「佐賀城下ひ

なまつり」にあわせて企画展覧会を開催している。早稲田大学と

の文化事業の窓口は文化企画課が担い、文化推進部三機関のほ

か早稲田大学図書館が協力し、各機関が所蔵する文化財・美術品

を貸し出し、展覧会に貢献している。

４．佐賀県佐賀市

■「平成2６年度（201４年）大隈祭」
神事／式典／スピーチ／記念講演

■大隈記念館パネル展
  「荒ぶる魂～大西鐵之祐と早稲田ラグビー」

：5月1１日（日）
：大隈記念館　大隈侯銅像前
：佐賀市大隈記念館保存会
　※本学は校友会佐賀県支部と共に協力
：大隈重信と江藤新平・江藤新作
：星原大輔（大学史資料センター嘱託・非常勤講師）

：8月9日（土）〜9月15日（月）
：大隈記念館
：佐賀市大隈記念館
：大学史資料センター

日 時
会 場
主 催

記念講演
講 師

会　　期
会　　場
主　　催
制作・協力

５．中野区

　中野区との地域交流事業として、2010 年より早稲田大学交響楽団による「Maple Concert」( メープルコンサート ) を開催している。

■「中野区・早稲田大学交流事業　早稲田大学交響楽団Maple Concert」
日時：11月30日（日）14:00〜16:00
会場：なかのZERO　大ホール
主催：中野区、早稲田大学（文化推進部文化企画課）
協力：なかのZERO指定管理者
指揮：曽我大介

　中野区との地域交流事業として、2010年度より実施。2014

年で6回目。「ワセオケ」の愛称で親しまれる早稲田大学公認

のオーケストラ「早稲田大学交響楽団」により、「ウェーバーの

オイリアンテ序曲」、ドヴォルザーク「スラブ舞曲集第１集」、

「ファウスト」、「薔薇の騎士」、「美しく青きドナウ」等が演奏

された。923名の来場者。今後、本学と中野区との末永い繋が

りに資する文化交流である。

３．群馬県伊勢崎市

　四ツ葉学園中等教育学校が、目標としている「高い知性と道徳性を身に付けた教養人の育成」を目指し、学校内で「伝統文化」領域

の学習を選択した生徒が毎年8月初めに演劇博物館を訪問、歌舞伎、能など伝統文化についての講演を受講している。

日 時

会 場
演 題
講 師
参加者

：8月3日（日）13:30〜15:00
（演劇博物館見学 11:30〜12:30）
：6号館3階　318教室
：「日本の伝統文化—演劇を中心に」
：児玉竜一（演劇博物館副館長）
：四ツ葉学園中等教育学校　第2学年　30名

■伊勢崎市立四ツ葉学園中等教育学校アカデミックキャンプ2014
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７．長野県軽井沢町
　人的交流を通して本学の魅力を理解して頂くため、理工学術院

教職員の指導による軽井沢町の小学生を対象とした「おもしろ科

学実験教室」を1998年から毎年開催している。恵まれた自然環境

や広大で豊富な運動施設を誇る軽井沢セミナーハウスの中で、親

子がふれあいながら楽しく学んでいる。

■「第17回おもしろ科学実験教室」
日時：7月19日（土）10:00〜11:45、13:15〜15:00
会場：軽井沢セミナーハウス　グリーンハウス教室
主催：軽井沢町、早稲田大学
参加：小学生100人およびその父母
内容：①オリジナルペーパーフラワーをつくろう（小学校1〜3年生対象）
　　　②ぴかぴかスフェリコンをつくろう（小学校4〜6年生対象）

地
域
交
流
事
業

６．千葉県鴨川市

　鴨川市と本学の間で「鴨川市太海多目的公益用地に関する基

本合意書」（セミナーハウスの誘致）の締結をしたことを契機に、

鴨川市民に早稲田大学を理解していただくため、1997年より開始

した交流事業である。

　安房地域の小学生を対象とした理工学術院教職員の指導によ

る「おもしろ科学実験教室」の開催を中心に、本学教授による講

演会、市民が直接キャンパスを訪れるキャンパスツアーなど様々

な事業を実施している。

■「第17回おもしろ科学実験教室」
日時：8月27日（水）9:30〜12:00、13:30〜16:00
会場：鴨川市文化体育館（鴨川ドーム）
主催：鴨川市、早稲田大学
参加：小学生190人およびその父母
内容：①自分のDNAを見たり、触ったりしよう！（小学校1〜3年生対象）

②不思議なプロペラを作ろう！（小学校1〜3年生対象）
③プログラムでロボットを動かそう！（小学校4〜6年生対象）
④きらきらひかる葉

ようみゃくひょうほん

脈標本づくり（小学校4〜6年生対象）

■第41回鴨川市市民音楽祭
日時：11月23日（日）12:20〜16:35
会場：鴨川市民会館
主催：鴨川市、鴨川市教育委員会
内容：①開会

②あいさつ
③演奏上の注意
④演奏

1. 特別ゲストの部　12:30〜13:15　早稲田大学マンドリン楽部
2. 一般出演の部　13:20〜16:30

⑤実行委員長あいさつ
⑥閉会

■講演会「経済社会の転換とものの見方・考え方
　　　　－地域社会のあり方」

日時：2015年2月21日（土）13:30〜15:20
会場：鴨川市ふれあいセンター コミュニティーホール
主催：鴨川市、早稲田大学
参加：46名
講師：田村正勝（社会科学部教授）

■早稲田大学キャンパスツアー
日　　時：2015年3月14日（土）11:00〜15:00
見学場所：早稲田大学早稲田キャンパス
参　　加：12名
内　　容：鴨川市民を対象に、早稲田大学の知的・文化遺産の還元及

び、早稲田大学への理解を深めて大学との交流を推進するた
めに、早稲田大学キャンパスツアーを実施。当日は早大生に
よるキャンパスツアーをはじめ、坪内博士記念演劇博物館で
はボランティアガイドによる常設展示の解説などを行った。
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9．埼玉県本庄市・美里町 10．福島県白河市
　本庄市には早稲田大学本庄キャンパスが所在し、早稲田大学では本庄

キャンパス周辺地域と連携した教育・研究活動の展開を目指している。

　2004年10月に早稲田大学創立125周年事業として早稲田リサーチパー

ク・コミュニケーションセンターにて早稲田大学図書館・坪内博士記念演

劇博物館・會津八一記念博物館が収蔵する文化財を公開する展覧会「早

稲田大学所蔵品展示会 in 本庄拠点」を開催。それを契機に毎年展覧会

を開催し、地元との交流事業に発展していった。文化企画課（2006年度

までは文化事業センター）設置後は同事業の所管箇所となり、公益財団

法人本庄早稲田国際リサーチパーク・教務部本庄プロジェクト推進室とも

協力し、周辺市町村と連携して実施している。

　2014年には本庄市教育委員会および美里町教育委員会のご協力のもと、

早稲田大学・本庄市・美里町共催展「本庄・美里の古墳時代」を開催した。

■第７回美濃加茂市・早稲田大学文化交流事業　学生公演　早稲田大学演劇倶楽部「脱衣する蛹」
日　　時：9月6日（土）、7日（日）　18:30〜　
会　　場：みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム　芝生広場（雨天時エントランスホール）
作・演出：鈴木りりせ　　出　　演：早稲田大学演劇倶楽部ほか
主　　催：文化推進部、みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム
協　　力：坪内逍遙博士顕彰会

■木立に響く逍遙　vol. 5　―逍遙作品に新しい息吹を吹き込む―
日時：9月27日（土）18:00〜19:30
会場：みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム
　  　エントランスホール
主催：美濃加茂市民ミュージアム　後援：演劇博物館
協力：坪内逍遙博士顕彰会

　「早稲田大学演劇倶楽部」などに所属する本学学生11名が、9月2日（火）〜8日（月）に美濃加茂市に滞在し、演劇公

演を行った。今年度の演目「脱衣する蛹」は“光に群がる虫”を物語の軸にした作品。公演初日には、本学卒業生で演出家

の鳴海康平氏（津あけぼの座芸術監督／第七劇場代表）をお招きし、作品の講評、学生へのアドバイスをいただいた。ま

た、地元県立高校の演劇部員を対象にワークショップ（9月3日）も実施。内容は主に身体を使ったコミュニケーションに

ついてであった。さらに今年度は、本事業広報の位置づけで、大隈記念講堂を会場にプレ公演（8月29日）を行った。

　2014年、白河市と早稲田大学間で交流事業ができないかと双方で検

討した結果、文化交流事業として、スタートした。2014年度は、学生のア

カペラ公認サークル「Street Corner 

Symphony」と協力し、白河市民会館

でコンサートを行った。また、地域の

小学生・中学生に対し、歌での交流

やワークショップなどで指導などを通

じての交流を行った。2016年度には

新しい白河市民文化会館（仮）が開

館されることもあり、2015年度以降

も継続の予定で検討されている。ま

た、顕彰事業も検討されている。

　2007年4月、文化推進部発足を機に、本学は坪内逍遙と津田左右

吉の生誕地である美濃加茂市と「文化交流協定」を締結した。

　美濃加茂市は逍遙の功績を称え市民文化の向上を図るため、

1994年に「坪内逍遙大賞」を創設し、演劇分野において坪内逍遙の

功績を再認識させるような優秀な活動・著作を表彰している。本学

は文化交流協定の一環として2007年に「早稲田大学坪内逍遙大賞」

（43ページ参照）を制定し、互いに隔年で授賞することとなった。

　この他、以下の様々な交流事業を実施している。

8．岐阜県美濃加茂市

（１）学生演劇公演（文化推進部）
　学内公募で選ばれた本学の学生劇団が、みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアムに約1週間合宿し野外公演を行う企画で、2009年度より毎

年9月に実施。滞在中に県立加茂高等学校での演劇ワークショップ（2011年〜）、坪内逍遙顕彰会との交流、坪内逍遙に関する学習なども行ってきた。

（２）「木立に響く逍遙」後援（演劇博物館）
　2010年度より毎年秋に、みのかも文化の森／美濃加茂市民ミュージアム主催で開催される、邦楽によ

る逍遙作品の演奏会。演劇博物館より講師を派遣し、企画段階から協力している。

（３）「坪内逍遙大賞受賞者記念事業」協力（文化推進部、演劇博物館）

（４）「逍遙フォーラム」後援（演劇博物館）

内容：朗読『桐一葉』  中村京蔵
ミニ・トーク  中村京蔵  濱口久仁子（聞き手）
舞踊素踊　常磐津「お夏狂乱」　中村京蔵

（振付：五條珠實）濱口久仁子（解説）
来場者：80人
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３．梓立祭作文・絵画コンクール（高知県宿毛市）
　梓立祭（しりつさい）は、「学苑創立の母」と言われる小野梓（1852-
1886）の誕生日2月20日（新暦の3月10日）を記念日として祝い、小野梓を
顕彰するとともに、小野梓の研究をとおして、教育文化・芸術の向上を図
りながら、幕末から明治・大正・昭和へと時代が変わり行く中でそれぞ

れの分野で活躍した宿毛の偉人たちも順次顕彰し、その足跡に学びな
がら青少年の健全育成や宿毛の文化・教育の発展に寄与する。
　作文、絵画の各部門ごとに最優秀賞、優秀賞、奨励賞を小学生、中学
生各1名を顕彰する。

ht tp: //w w w.gal ler y. ne. jp/ ˜okut an/ inde x . htm

４．旺文社主催「全国学芸サイエンスコンクール」
　旺文社が主催となって、「全国の小・中・高校生の研究・アートおよび文
芸の振興 奨励と、青少年の個性の育成」を目的として、1957年から行われ
ている顕彰事業。
　このコンクールは、幅広く多様な分野に部門を設け、児童・生徒がそれ

ぞれの得意分野で制作した作品をご応募するコンクールとなっている。
優秀作品には、内閣総理大臣賞・文部科学大臣賞・環境大臣賞などが授
与される。早稲田大学は「早稲田大学総長賞」として、文芸Ⅰ（小説・詩部
門）の最優秀者を表彰している。

ht tp: //gak kon.obunsha.co. jp/

５．小川未明文学賞（新潟県上越市）
　上越市が生んだ日本児童文学の父、小川未明の作品及び業績を広く市内
外に紹介するとともに、子供の感性や想像力を育むといった理念で設立さ

れた顕彰事業。小川未明文学賞は、小学生を対象にした創作児童文学に与
えられる文学賞である。文化推進部は、後援顕彰事業として行っている。

ht tps: //w w w.cit y. jo et su. ni igat a . jp/s ite/mimei - bungakuk an/

　宮崎県出身の歌人、若山牧水（1885-1928）を顕彰する短歌募集事業。
若山は旧制延岡中学を経て、早稲田大学英文科卒（1908）。同級生の北原
白秋（射水）、中林蘇水と親交を厚くし、「早稲田の 三水」と呼ばれる。

　毎年、全都道府県から広く募集し、短歌大賞、優秀賞などを決定してい
るが、早稲田大学は「審査員特別賞　早稲田大学賞」とし て、3名顕彰し
ている。

ht tp: //w w w.cit y. nob e ok a. miyaz ak i . jp/content s/ k youiku/ bunk a / b okusui/ inde x . html

２．若山牧水青春短歌大賞（宮崎県延岡市）

１．早稲田大学坪内逍遙大賞 
　2007年に迎えた創立125周年を記念して、近代日本の文芸・文化の創
造者ともいうべき坪内逍遙の偉業を顕彰すると同時に、その精神をひろ
く未来の文化の新たな創出につなげるという願いから、文芸をはじめと
する文化芸術活動において著しい貢献をなした個人（もしくは団体）を顕
彰すべく、「早稲田大学坪内逍遙大賞」を創設した。また、これからの文化
の担い手で ある若い才能を応援すべく、奨励賞を併せて創設した。あま
たある文芸・文化関係の賞のなかで、広く開かれた独自の意 義をになう
賞を目指してゆきたいと考えている。文芸・文化・芸術活動のなかから、隔
年で、「大賞」１名、「奨励賞」１名を選んで顕彰することを目的とする。副
賞として記念のメダルと大賞100万円、奨励賞50万円を贈呈している。
　逍遙の名を冠する賞は、すでに1994年に彼の生まれ故郷である岐阜
県美濃加茂市に創設されている。逍遙の業績の顕彰と演劇文化の発展

を目指した賞として、2014年までに15回を数え、毎回演劇界で活躍した
人々に授賞している。この｢美濃加茂市坪内逍遙大賞｣は、2004年度の第
10回までは毎年選考が行われてきたが、それ以後は隔年の授賞となっ
た。
　早稲田大学は、文化推進部が2007年4月に発足したのを機に、美濃加
茂市との間で同年春に文化交流協定を締結した。この協定の精神には、
本学の地域連携の理念があり、具体的には、早稲田大学と美濃加茂市と
が、隔年で独自の選考基準に基づきつつも、坪内逍遙大賞を選考し、結
果的に毎年の授賞を実現しようというものである。美濃加茂市坪内逍遙
大賞が、演劇人の顕彰であるのに対して、早稲田大学坪内逍遙大賞は、
坪内逍遙の業績に鑑み、文芸をはじめとする文化全般に貢献し人々を顕
彰することを目指している。

若山牧水青春短歌大賞 全国学芸サイエンスコンクール梓立祭作文・絵画コンクール
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　「学術研究書出版制度」(文化企画課所管)は、「Waseda Next 
125」における「出版機能検討委員会」の答申を受けて、それまでの

「学術出版補助費」(研究推進部所管)に改良を加える形で、2008
年度より始まった。
　学術出版を奨励することは、直接的には研究成果を適切かつ
公正に評価して上梓することであるが、その目的は本学の学術情

報発信による社会貢献であり、本学のアカデミック・ステイタスを
より向上させていくことにある。また全学の代表者からなる出版
企画委員会が「学術の品質保証」をすることにより、本学常勤教員
および本学で研究指導を受けた博士学位取得者による研究成果
を、早稲田大学出版部を通じて良質な研究書として世に送り出し
ていくことを目指している。

　この学術研究書出版制度では、本学の常勤教員および本学博
士学位取得者（当該博士論文を応募原稿とする場合のみ）を有資
格者として年2回募集を行う。応募内容は専ら研究書に限り、専門
審査員による書面審査と出版企画委員会での合議審査を経て採
否が決定される。
　募集する種別は、出版機会の提供を趣旨とする「早稲田大学モ
ノグラフ」（主に課程博士論文を対象とする）と本学のアカデミッ
ク・ステイタスを向上させるために厳選される「早稲田大学学術
叢書」の2種類がある。

　またモノグラフとして刊行されたものの中で特に高い評価を得
たものについては、出版企画委員会の審査を受け再編集を行い、
改版して学術叢書としての刊行を認める「グレードアップ制度」も
整備されている。
　また、出版にかかる費用については、大学が直接出版経費の全
額を負担している。
ただし、モノグラフについては、研究推進部の公的研究資金の間
接費を財源としている。

出版企画委員会
2008年度

2009年度

2010年度

2011年度

2012年度

2013年度

2014年度

3回開催

臨 時

第1回

第2回

2014年度出版企画委員会の委員交代報告、委員長・副委員長決定

2014年度第1回目の合議審査と採否決定

2014年度第2回目の合議審査と採否決定

※出版企画委員会は文化推進を担当する理事の諮問機関として、出版企画委員会設置要綱第4条により各学術院選出委員と関係する本部
役職者委員等の合計16名で構成されている。

（5月28日）

（7月9日）

（11月26日）

1．学術研究書出版制度成立の経緯と目的

2．学術研究書出版制度の概要

3．出版企画委員会等の動き

早稲田大学モノグラフ 早稲田大学学術叢書

4回開催

2回開催

2回開催

3回開催

4回開催
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【 学術研究書出版　応募・採択状況 】

【 早稲田大学学術研究書出版　刊行書籍（2014年度） 】
（１）モノグラフ（早稲田大学出版部刊行）

（２）学術叢書（早稲田大学出版部刊行）

経年 年　度 募集回
モノグラフ 学術叢書 (註)学術叢書（グレードアップ）

応募 採択 採択率 応募 採択 採択率 候補 採択 採択率

1 2008 年度 第 1 回 5 4 80.0% 4 1 25.0% － － －
第 2 回 11 10 90.9% 5 1 20.0% － － －

2 2009 年度 第 1 回 11 8 72.7% 2 2 100.0% 1 1 100.0%第 2 回 9 5 55.6% 7 4 57.1%

3 2010 年度 第 1 回 12 8 66.7% 8 4 50.0% 7 6 85.7%第 2 回 11 10 90.9% 5 3 60.0%

4 2011 年度 第 1 回 13 11 84.6% 3 1 33.3% 3 3 100.0%第 2 回 11 11 100.0% 3 2 66.7%

5 2012 年度 第 1 回 13 13 100.0% 3 0 0.0% 6 5 83.3%第 2 回 12 10 83.3% 4 2 50.0%

6 2013 年度 第 1 回 14 11 78.6% 0 0 0.0% 6 5 83.3%第 2 回 12 8 66.7% 5 2 40.0%

7 2014 年度 第 1 回 7 6 85.7% 6 2 33.3% 5 5 100.0%第 2 回 15 10 66.7% 10 1 10.0%
　 （合計） 156 125 － 65 25 － 28 25 －
　 （平均） 11.1 8.9 80.1% 4.6 1.8 38.5% 4.7 4.2 89.3%

（註）グレードアップとは、優秀な研究者の発掘を趣旨として、モノグラフ刊行後に特に高い評価を得たものについて、出版企画委員会での再審査を経た上で、学術叢書として編集・改版をし
て刊行するものである。2009年度末に開始され、2008年度まで遡って採否が決定されている。※モノグラフ・学術叢書で採択されても著者都合で刊行を取止めるとことがある。

刊行番号 著　者 書　名 刊行年月

107 シナン・レヴェント 戦前期・戦中期における日本の「ユーラシア政策」
－トゥーラン主義・「回教政策」・反ソ反共運動の視点から－ 2014年11月

108 李       軍 漢字文化を生かした漢字・語彙指導法の開発－日中比較研究を軸に－
109 中 嶋    諒 陸九淵と陳亮－朱熹論敵の思想研究－ 2014年10月

110 池 田 智 恵 近代中国における探偵小説の誕生と変遷 2014年11月

111 湯浅 有希子 柔道整復師形成過程の歴史的研究－医学および医療制度の分析と天神真楊流柔術－ 2014年10月

112 黄    宰源 日韓領土問題の原風景 2014年11月

113 山 村    崇 東京大都市圏における社会経済構造の変化に伴う郊外産業圏域の変容
－産業構造の知識化による事業所立地原理の変化に着目して－ 2015年2月

114 権    金亮 中国反壟断法（独占禁止法）における企業結合規制－日本法との比較法的研究－

2015年3月

115 毛    東恒 不法行為法における公平責任

116 鈴木俊晴 労働者の傷病と産業医の関与についての法政策
－フランス労働医が有する就労可能性判定機能の歴史的分析を手がかりとして－

117 竹原幸太 菊池俊諦の児童保護・児童福祉思想に関する研究
－戦前・戦中・戦後の軌跡と現代児童福祉法制への継承－

118 張　　淘 江戸後期の職業詩人研究－大窪詩仏を中心として－
119 旭    聡史 海上物品運送人の定額賠償制度に関する研究

120 中山賢司 東北アジア・サブリージョンにおける内発的越境ガバナンス
－「北東アジア地域自治体連合（NEAR)」の事例研究－

刊行番号 著 者 名 書　名 刊行年月
32 石井裕晶 制度変革の政治経済過程―戦前期日本における営業税廃税運動の研究― 2014年4月
33 森    佳子 オッフェンバックと大衆芸術―パリジャンが愛した夢幻オペレッタ 2014年5月
34 北山夕華 英国のシティズンシップ教育―社会的包摂の試み―

2014年6月
35 上野義雄 An Automodular View of English Grammar

36 森    祐司 地域銀行の経営行動―変革期の対応― 2014年12月

37 竹中晃二 アクティブ・ライフスタイルの構築―身体活動・運動の行動変容研究―

2015年3月
38 岩田圭一 アリストテレスの存在論―〈実体〉とは何か―

39 渡邊詞男 格差社会の住宅政策―ミックスト・インカム住宅の可能性

40 藤岡典夫 環境リスク管理の法原則―予防原則と比例原則を中心に

　※編集の関係から刊行が翌年度となることがある。
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　文化推進部の各機関では、所蔵資料の目録、展覧会の図録、研究紀要などを定期的に発行している。2014年度に刊行されたものは以

下のとおりである。なお、価格は2015年3月31日現在のものである。

発行：2015年3月19日
B5版　65ページ
価格：700円（税込）

（1）館報　
enpaku book 111 号

発行：2014年5月16日
B5版　120ページ
価格：一般1,500円、学生1,200円（税込）

（学生割引は本館・6号館事務所のみ取扱い、要学生証）

（３）図録　
寄らば斬るぞ！
―新国劇と剣劇の世界

発行：2014年11月19日
B5版　128ページ
価格：1500円（税込）

（２）図録　
サミュエル・ベケット
―ドアはわからないくらいに開いている

【演劇博物館】

発行：2015年3月16日
A5判　264ページ

―目　次―

【研究論文】
世阿弥の能楽伝書『花伝』花修篇の性格と相伝に関する問題....重田 みち

【資料紹介】
『葛巻昌興日記』所引能楽記事稿（天和四年・貞享元年分）....青柳有利子、入口敦志、江口文恵、木村涼、田草川みずき、深澤希望、竹本幹夫
「三村竹清日記　不秋草堂日暦（二十三）」....三村竹清日記研究会
「坪内士行宛葉書」....濱口 久仁子

【研究論文】
境界を超えて：ユダヤ劇『ディブック　あるいは二つの世界の間で』と日本の伝統演劇における霊の出現....ツヴィカ・セルペル
フランスのコンテンポラリーダンスにみる支援政策の変遷「8月20日の署名者たち」の活動を端緒として....越智 雄磨

『傷だらけの男』（1950年、マキノ正博）におけるアメリカニズムをめぐる葛藤....紙屋 牧子
「観客の時代」の子ども――1950年代日本映画における年少観客の受容動向と観客調査....渡邉 大輔

何でもない、特異なイメージ――ジル・ドゥルーズ『シネマ』における任意空間をめぐって....鈴木 啓文
From Beckett to the Engineered Sound:Words and Music, Cascando, and Other Plays for Radio....八木 斉子

（4）紀要　
演劇研究　第三十八号

発行：2014年6月30日　
B5判　52ページ
価格：1,000円（税込）

発行：2014年9月26日　
A4判　48ページ
価格：1,000円（税込）

（2）図録
北蓮蔵　渡欧期の肖像画

（3）図録
早稲田のなかの韓国美術

発行：2014年5月12日　
B5判　84ページ
価格：1,000円（税込）

（1）図録
荒川修作の軌跡―天命反転、その先へ

【會津博物館】
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　論文２本『小野梓の米英留学－履
歴事項の検証と確定』『大隈重信と鍋
島直彬』、研究ノート１本『1884年の
東京専門学校朝鮮人留学生に関する
研究ノート』、資料紹介２本『市島謙
吉編「大隈家収蔵文書」(抄録)下』『日
本史籍協会編「大隈重信関係文書」調
査報告』、その他早稲田大学百五十史
編纂事業進捗状況報告、事業報告、展
示会報告、聞き取り記録等を収録。

(1) 大隈重信関係文書１１
発行：2015年3月10日
A5判　480ページ
価格：16,200円(税込)

発行：2015年2月27日　
A5判　266ページ

（1） 大隈重信
　　関係文書 11

（2） 紀要 早稲田大学
史記要第四十六巻

【大学史資料センター】 【文化推進部】

発行：2014年11月30日　A4判56ページ
価格：1,000円（税込）

発行：2015年3月25日　A4判164ページ
価格：1,000円（税込）

（2）図録
富田万里子コレクション
長崎版画・古地図・陶磁器目録

（3）紀要
早稲田大学會津八一記念博物館
研究紀要　第 16 号

発行：2014年11月10日　A4判80ページ
価格：800円（税込）

（1）図録
早稲田大学の縄文時代研究
縄文文化の探求

発行：2014年4月15日
本編再生時間：19分

発行：2014年4月6日
A5判　26ページ
価格：200円（税込）

発行：2015年2月10日　B5判　84ページ
価格：1,850(税別)

(5) 早稲田大学所蔵品 PR ビデオ
「承け継ぎて輝く～早稲田の文化を未来の世代へ～」

8 カ国語 ( 日英独仏西中韓アラビア語 ) 対応 DVD

(4) 早稲田に歴史あり (6) 藪野健著
早稲田風景～紺碧の空の下に　中央公論新社
付録：学内外の識者・著名人による推薦文

(1) キャンパスが
　  ミュージアム

(2) キャンパスが
　  ミュージアム

(3) キャンパスが
　  ミュージアム

発行：2014年4月6日
A5判　24ページ
価格：200円（税込）

vol.1 《早稲田キャンパス編》

発行：2014年4月6日
A5判　13ページ
価格：200円（税込）

vol.2 《大隈庭園編》

発行：2014年6月20日
A5判　22ページ
価格：200円（税込）

vol.3 《藪野健の芸術》
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　早稲田大学では、多くのオリジナルグッズを制作・販売している。ここでは、特に文化推進部の各文化機関が2014年度に制作・販売し

たミュージアムグッズについて記録する。なお、価格は2015年3月31日現在のものである。

透明スタンド付（15㎝×15㎝）
1部　500円（税込）

20種類　1枚　100円（税込）

4種類　A4サイズ
各　200円（税込）

14種類　日本語解説　および封筒付（11㎝×21㎝）
1枚　200円（税込）

A4サイズ　300円（税込）

8㎝×18㎝　
30枚
1冊　300円（税込）

(23㎝×10㎝)１個　300円（税込）

9㎝×9㎝　1セット（10枚）　
200円（税込）

（1）卓上カレンダー 2015

（4）ポストカード　

（6） クリアファイル（5） 一筆箋 （7） チケットホルダー （8）コースター

（2）グリーティングカード

（3）ベケット・エコバック

【演劇博物館】

A4サイズ　１枚　200円（税込） 1冊　300円（税込） 34種類　1枚　100円（税込）

（1）  ｢明暗」クリアファイル （3） ポストカード（2）  一筆箋
【會津博物館】
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【文化企画課】

《藪野健　大隈講堂 絵画シリーズ》

2 0 1 4 年 度 　 オ リ ジ ナ ル グ ッ ズ

A3版　壁掛け
1部　500円（税込）

サイズ　A4
1枚　200円（税込）

75㎜×75㎜　30枚
1冊　150円（税込）

全13種類
1枚　100円（税込）

（1） カレンダー

（6） 大隈講堂
　　一筆箋

（2） クリアファイル

（7） 大隈講堂
　　マグカップ

（4） ミニクリアファイル

（9） 大隈講堂 
　　トートバッグ
　　( ブラック )

（5）ミニメモパッド

（10）大隈講堂
　　　ポストカード

（11） 「集り散じて」
　　 ポストカード

（3） ポストカード

（8） 大隈講堂
　　トートバッグ
　　( ベージュ )

115㎜×160㎜
１枚　180円（税込）

1冊（40枚）300円（税込）

1枚　100円（税込） 1枚　100円（税込）

口径80㎜×高さ88㎜
磁器（美濃焼）
1個　1,200円（税込）

W270×H360×D90（㎜）
カラー転写プリント
生地：ナイロン100%（厚手）

（裏PVC加工）
持ち手：ポリプロピレン100%
1個　2,750円（税込）

W270×H360×D90（㎜）
シルクプリント
生地：ナイロン100%（厚手）

（裏PVC加工）
持ち手：ポリプロピレン100%
1個　2,250円（税込）
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　文化推進部の広報活動として、定期的に掲載している

ものを紹介する。以下のほか、文化推進部では、演劇博

物館、會津博物館、文化企画課の三機関がイベント案内

を中心としたメールニュースを発行している。

３．メールニュース

発行号数 発　行　日 主　な　記　事 配信件数
29 5 月 29 日 ・早稲田小劇場どらま館起工記念「第 5 回　早稲田学生文化・芸術祭」

・早稲田小劇場どらま館起工記念「ロバート キャンベル氏と語る　東京の文学」 925

30 6 月 27 日 ・早稲田小劇場どらま館起工記念「ロバート キャンベル氏と語る、東京の文学」
・小冊子「キャンパスがミュージアム」シリーズの公開 929

31 8 月 4 日
・2014 年度夏季休業期間（8 月 2 日〜 9 月 20 日）の事務取扱について
・早稲田大学・本庄市・美里町共催展「本庄・美里の古墳時代」
・早稲田小劇場どらま館起工記念　第 7 回　早稲田大学・美濃加茂市文化交流事業　学生演劇公演

959

32 10 月 6 日 ・「早稲田文化芸術週間 2014」 945

33 10 月 10 日 ・早稲田文化芸術週間「日本舞踊と早稲田大学 〜伝統と希望〜 伝統芸能のこれから」 943

34 10 月 15 日 ・早稲田文化芸術週間「藪野 健の絵で観る早稲田」 948

35 10 月 19 日 ・早稲田文化芸術週間「早稲田文化特論　日本が誇る居酒屋空間―居酒屋で飲む酒はなぜ旨いのか―」
・早稲田文化芸術週間「創立記念日演奏会」 954

36 10 月 30 日 ・デジタルミュージアム技術デモ「発表会」・早稲田大学交響楽団「Maple Concert 2014」
・「早稲田大学カレンダー 2015」発売 942

37 11 月 11 日 ・多和田葉子・高瀬アキ　パフォーマンス＆ワークショップ
・「早稲田大学カレンダー 2015」発売中 1,086

38 11 月 21 日 ・「早稲田大学スペシャル・コンサート with 日本フィルハーモニー交響楽団」開催
・逍遙―思いを伝えた手紙と人―展 1,145

39 12 月 15 日 ・逍遙―思いを伝えた手紙と人―展 1,219

40 2015 年 1 月 29 日 ・早稲田大学の縄文時代研究　縄文文化の探究 1,239

41 2015 年 3 月   6 日 ・真実を伝え続ける絵画―アウシュヴィッツに生きたＭ・コシチェルニャック展―
・シンポジウム「『アウシュヴィッツ』は今、私たちに何を語るか」 1,231

42 2015 年 4 月 13 日 ・シンポジウム「『アウシュヴィッツ』は今、私たちに何を語るか」
・真実を伝え続ける絵画―アウシュヴィッツに生きたＭ・コシチェルニャック展― 1,224

１．早稲田学報
　隔月。校友向け冊子。早稲田大学校友会が発行。
　「早稲田文化」コーナーでは、文化推進部(演劇博物館、會津博
物館、大学史資料センター、文化企画課)と図書館の各箇所イベン

ト情報を、シリーズ「わせたから：早稲田のたからもの」では、本学
が所蔵する品々などを様々なエピソードとともに紹介している。

【 早稲田学報「わせたから」掲載記事 】（2014年4月～2014年8月）

【 早稲田学報「waseda topics」掲載記事】（2014年10月～2015年2月）

号　数 記　事　題　名 執　筆　者
2014 年 4 月号 大隈重信の義足 米本恭三（東京慈恵会医科大学名誉教授・都立保健科学大学学長）
2014 年 6 月号 帝劇女優・森律子の生人形 星野　高（演劇博物館招聘研究員）
2014 年 8 月号 記憶と系譜をも刻むハウス・タンバランの木柱 平原信祟（會津博物館助手）

号　数 記　事　題　名 執　筆　者
2014 年 10 月号 早稲田のなかの韓国美術 金　志虎（會津博物館助手）
2014 年 10 月号 市島春城と画人たちとのかかわり―印章コレクションから― 浅井京子（會津博物館特任教授）
2014 年 10 月号 シンポジウム「奈良・日吉館をめぐる文化人 ―會津八一を中心に―」 金　志虎（會津博物館助手）
2014 年 12 月号 早稲田大学の縄文時代研究 ―縄文文化の探究― 平原信祟（會津博物館助手）
2014 年 12 月号 富岡コレクションの近代美術 浅井京子（會津博物館特任教授）
2015 年   2 月号 黄檗僧の書と明清美術 浅井京子（會津博物館特任教授）

２．Waseda Online（ワセダオンライン） （http://www.yomiuri.co.jp/adv/wol/）

　毎月掲載。2008年5月から掲載。Yomiuri Online（読売新聞社、イ
ンターネット版）ワセダオンラインとして掲載。早稲田大学のニュー

ス、研究力などの分野に分かれており、その中の「文化」欄で記事を
掲載。日本語で掲載された後、翌週からは英語訳でも掲載される。

【 ワセダオンライン「文化」掲載記事 】（2014年4月～2015年3月）
年　月 記　事　題　名 執　筆　者
2014 年 4 月 「富岡重憲の蒐めた茶道具 ―富岡重憲コレクション展示室「茶の道具」展― 浅井京子（會津博物館特任教授）
2014 年 5 月 荒川修作展の見どころ ―「図式絵画」から「天命反転」、その先へ 塚原　史（會津博物館館長）
2014 年 7 月 企画展『寄らば斬るぞ！　新国劇と剣劇の世界』に向けて 羽鳥隆英（演劇博物館助手）
2014 年 8 月 「大隈文書の世界」 「大隈重信関係文書」編集担当

2014 年 11 月 「響きで紡ぐ　アジア伝統弦楽器展」に寄せて 石井　理（演劇博物館助手）
2015.1.1 映像が甦る喜び ― テレビドラマ『ロッパの水戸黄門』の場合 羽鳥隆英（演劇博物館助手）

2015 年 3 月 「学徒たちの戦場―戦後七〇年―」展によせて 檜皮瑞樹（大学史資料センター助教授）
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４．新聞・テレビなどで取り上げられた主なもの

掲載日 媒　体 記事題名 取り扱い
箇所

3月28日 朝日新聞 「友情のメダル」早大で展示中 大学史資料センター
3月31日 産経新聞 「友情のメダル」など早大で展示 大学史資料センター

5月1日 陶説5月号 茶の道具 會津博物館
5月2日 毎日新聞 富岡重憲コレクション「茶の道具」展 會津博物館

5月16日 読売新聞 「茶の道具」展 會津博物館
5月29日 東京新聞 「茶の道具」展 會津博物館
5月30日 読売新聞 荒川修作さんの絵画と建築紹介 會津博物館

6月4日 朝日新聞 荒川修作の「矛盾」語る 會津博物館
6月7日 日経新聞 前衛芸術家・荒川修作を振り返る展覧会 會津博物館
7月4日 東京新聞 時代とともに変わる器 會津博物館

7月25日 埼北よみうり 埴輪や土器など展示
『本庄・美里の古墳時代』 文化企画課

8月12日 埼玉マリオン 本庄・美里の古墳時代 文化企画課
8月25日 本庄ケーブルテレビ 本庄・美里の古墳時代展示会 文化企画課

8月26日 東京新聞Web 男女の「笑う埴輪」など 80 点
30 日まで本庄で展示会 文化企画課

9月 月間書道界9月号 皿・盤・鉢 ―やきものの形Ⅱ― 會津博物館

9月20日 東京新聞 「市島春城と画人たちとのかかわり
 ―印章コレクションから－」展 會津博物館

10月1日 陶説10月号 早稲田のなかの韓国美術 會津博物館
10月22日 毎日新聞 「負の歴史」にも光をあて 大学史資料センター
10月22日 読売新聞 終戦 70 年へ「戦争と大学」展 大学史資料センター

11月1日 新美術新聞 異文化の交差 展　
富田万里子コレクションから 會津博物館

11月1日 陶説11月号 早稲田のなかの韓国美術
富岡コレクションの近代美術 會津博物館

12月1日 陶説12月号

早稲田大学の縄文時代研究 
―縄文文化の探究―
異文化の交差 展　
富田万里子コレクションの
長崎版画・古地図・陶磁器

會津博物館

12月5日 フジサンケイビジネスアイ ALL WASEDA と日フィルがコラボ 文化企画課

12月10日 東京マリオン 早稲田大学スペシャル・コンサート 
with 日本フィルハーモニー交響楽団 文化企画課

12月5日 朝日新聞 企画展「早稲田大学の縄文時代研究
 ―縄文文化の探究」 會津博物館

2015年1月1日 広報ほんじょう

企画展「早稲田大学の縄文時代研究 
―縄文文化の探究―」を開催
土器づくり体験ワークショップ

「太古の技術にふれてみよう！
縄文土器づくり」を開催

文化企画課

2015年1月1日 広報みさと

企画展「早稲田大学の縄文時代研究」
土器づくり体験ワークショップ

「太古の技術にふれてみよう！
縄文土器づくり」

文化企画課

2015年1月1日 広報かみかわ

企画展「早稲田大学の縄文時代研究 
―縄文文化の探究―」
土器づくり体験ワークショップ

「太古の技術にふれてみよう！縄文土器づくり」

文化企画課

2015年1月1日 広報かみさと 企画展「早稲田大学の縄文時代研究
 ―縄文文化の探究―」 文化企画課

2015年1月4日 日本経済新聞 日本を掘り出す㊤ ―骨董文士の系譜 會津博物館
2015年1月15日 広報沼津1月15日号 白隠禅師の魅力と沼津のまちづくり 會津博物館

2015年1月15日 広報みさと
早稲田大学の縄文時代研究
太古の技術にふれてみよう！
縄文土器づくり

文化企画課

2015年1月17日 東京新聞 企画展「縄文文化の探究」 文化企画課
2015年2月1日 陶説2月号 黄檗僧の書と明清美術 會津博物館
2015年3月6日 東京新聞 黄檗と明清の美術展 會津博物館
2015年3月7日 東京リビング 大学の博物館へ行こう！ 會津博物館
2015年3月9日 大江戸リビング 大学の博物館へ行こう！ 會津博物館

2015年3月16日 東京新聞 アウシュヴィッツに生きた
Ｍ・コシチェルニャック展 文化企画課

2015年3月23日 京都新聞 アウシュヴィッツに生きた
Ｍ・コシチェルニャック展 文化企画課

2015年3月25日 NHK BS1 アウシュヴィッツに生きた
Ｍ・コシチェルニャック展 文化企画課

2015年3月25日 東京新聞 アウシュヴィッツに生きた
Ｍ・コシチェルニャック展 文化企画課

2015年4月13日 読売新聞 アウシュヴィッツに生きた
Ｍ・コシチェルニャック展 文化企画課

2015年4月15日 埼玉新聞 アウシュヴィッツに生きた
Ｍ・コシチェルニャック展 文化企画課

企画展 媒　体 掲載号 タイトル

六
世
中
村

歌
右
衛
門
展

東京メトロ　沿線ガイド 3/１号

読売新聞 4.21 歌右衛門　旧ソ連の旅路　
1961年公演時のアルバム

産経ニュース 4.14 「六世中村歌右衛門を語る」
早大で17日、演劇講座

読売新聞　夕刊 5.16 「格」こそ舞台に不可欠
益
田
太
郎

冠
者
展

東京メトロ　沿線ガイド 3/１号
書道界 5.15
朝日新聞 4.9 「生人形」迫真の美、再び

ベ
ケ
ッ
ト
展

産経新聞 5.3 早大演劇博物館でベケット展
東京新聞 4.28 早稲田大　ベケット展開催
東京メトロ沿線だより 4月

週刊ポスト 6.16 連載「坪内祐三の美術批評　
眼は行動する」

読売新聞　夕刊 6.7

げきぴあ　ブログ 6.6 アイルランドの劇団
「Company SJ and Barabbas」来日！

アート・ポータルサイト
「HappyPlus Art」 6.29

照明業界専門雑誌「JPL第54号」 招聘公演

松
本

幸
四
郎
展

東京新聞 7.11 伝統芸能コーナー　演劇講座
朝日新聞　夕刊 7.17 松本幸四郎が早大で講演
読売新聞　夕刊 7.28 幸四郎　早大で　「演劇講座」

新
国
劇
展

朝日新聞　夕刊 5.15 坪内逍遙・澤田正二郎の師弟に光　
早大で講座

東京メトロ沿線だより 10月号
第50回記念　推薦名流舞踊大会
J:COM港新宿　
週刊みなしんワイド 10.4

東京メトロ沿線だより 11月号
朝日新聞夕刊 11.6 「新国劇」の系譜　早稲田でたどる」
mom

（イオン会員購読誌、月30万部発行） 1月号

東京メトロ沿線だより 12月号
読売新聞夕刊シティライフ 11/25〜 展示、イベント
神戸新聞夕刊 1.30 神戸映画資料館　羽鳥助手講演

ア
ジ
ア
伝
統

弦
楽
器
展

東京メトロ沿線だより 11月号
東京メトロ沿線だより 12月号
月刊書道界 1月号
日中文化交流 12月号
朝日新聞　東京マリオン 1.7

演
劇
博
物
館

マンション購入者向けの
タウン情報誌 4月

早大南門通りくいだおれ散歩 4月

読売新聞 4.3 「黒川能」最古の音源　
1936年録音のレコード発見

ことりっぷ都電荒川線さんぽ 10.3
東京散策乗り物ガイド 8月初旬

早稲田ウィークリー 6.9 学生応援宣言　エンパクは宝の山。
演劇博物館へようこそ！

テレビ朝日「若大将のゆうゆう散歩」
wowwow「満州映画70年目の真実」
都電荒川線スタンプラリー 8月初旬〜
乗り隊歩き隊　都バスで出かける、
新・東京探訪 10.18

グラフィック社
「デザインのひきだし23」

特集「紙を束ねる、製本する！」
新耽奇会図録掲載

日中文化交流
（日本中国文化交流協会編集） 8月号 奚美娟副主席ら　

中国文連代表団　訪日記録

TOKYO TOURIST SPOTS　
東京まち歩きコンシェル 11月号 マニアな世界へＧＯ！

大学博物館を探検！
週刊ポスト 12.12 建物歴史探訪コーナー
リビング新聞 3.7
タダで楽しむ東京　FREEガイド 3月中旬
大人の遠足BOOK

『東京下町・山手ウォーキング』 4月中旬

毎日新聞　夕刊 5.8 NHK朝ドラ　
なぜ連続ヒット（岡室館長）

日本経済新聞　 4.5 芸能資料　どう残す（児玉副館長）
毎日新聞 2.16 イベント『ロッパの水戸黄門』
読売新聞夕刊　シティライフ 2.17 イベント『ロッパの水戸黄門』
東京新聞 2.21 イベント『ロッパの水戸黄門』

【 演劇博物館】 【 會津博物館・大学史資料センター・文化企画課】
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1. 高精細・高精彩デジタル画像・映像のプレデモ
（1）実施日時：6月10日（火）16:00〜17:15
（2）会　　場：文化企画課

（3）次　　第：①高精細・高精彩デジタルスキャン技術の説明
②高精細・高精彩スキャン画像・映像（4Kアーカ

イブズ）を使ったデジタル展示・配信技術、コン
テンツ作成、および調査・研究等への活用事例
紹介

③高精細・高精彩デジタル映像のデモ
④高精細・高精細デジタル画像のデモ
⑤質疑応答
※デモは、家庭用4Kプロジェクタ、

4Kタブレット端末を持ち込んで行われた。

３. デジタルミュージアム技術デモ「発表会」
（1） 概　　要：演劇博物館と會津八一記念博物館の名品を

高精細・高精細デジタルスキャンした発表会
（2） 実施日時：11月11日（火）

発表会　14:00〜16:15
自由閲覧・意見交換　16:15〜17:30

（3）会　　場：小野記念講堂
（4）次　　第：※発表会はJVCの業務用4Kプロジェクタを

持ち込んで行われた。
①演劇博物館の高精細・高精彩デジタル画像

 （児玉竜一（演劇博物館副館長）、
加納一輝（㈱ADS））

②會津八一記念博物館の高精細・高精彩
デジタル画像 

（奥間政作（會津八一記念博物館助手）、
加納一輝（㈱ADS））

③文化財のデジタルアーカイブとその技術的
側面（井手亜里（京都大学教授））

④高精細・高精彩デジタルスキャン技術の
展示への応用可能性

（後藤秀樹（㈱ADS代表取締役社長）・
村上祥子（㈱ADS））

２. デジタルミュージアム技術デモ「スキャニング」
（1）実施日時：8月24日（日）〜8月27日（水）

※機材搬入・組立て、解体・撤収を含む。
（2）会　　場：小野記念講堂、會津八一記念博物館
（3）被 写 体：①演劇博物館

屏風「阿国歌舞伎図屏風」、
「都万太夫座歌舞伎図屏風」、
「享保期市村座場内図屏風」

絵看板「潤色八百屋お七」
図面「旧帝国劇場設計図面」

（38枚のうち大判9枚）
②會津博物館

絵画「羅馬使節」
※通常スキャンに加えて、

角度スキャン、赤外線スキャン

早 稲 田 大 学 文 化 資 源 情 報 ポ ー タ ル
h t t p : / / w w w . e n p a k u . w a s e d a . a c . j p / d b / c r / p o r t a l /

１．目　的

２．主要機能・特徴

　早稲田大学の各機関ごとに現在公開している文化資源データ

ベースを横断的に検索できるようにして、貴重資料をネット上で検

索・閲覧できるようにすること、また個々の資料の関連性を把握

できるようにすることにより、教育・研究に役立つだけでなく広く

社会に本学の文化資源情報を発信することを目的としている。

　坪内博士記念演劇博物館（10 データベース）、會津八一記念

博物館（10 データベース）、大学史資料センター（4 データベース）

の各データベースを一元的に横断検索し、閲覧することができる

システムである。閲覧できる内容は、データベース化された文化

資源の学術的な解説、画像などである。

　たとえば「大隈重信」と入力すると、該当する資料を所蔵する

機関、そのデータベース名、件数が横断検索される。その検索

結果からさらに具体的な作品タイトル、作者などが表示され、最

終的に個々の文化資源情報に到達することができる。

　現状ではすべての収蔵品がデジタル化されているわけではな

いが、今後さらに新規データベースを構築して順次追加していく

予定である。また上記三機関が機動的に文化資源を Web 公開

するための共通プラットフォームの構築を進めていくことも計画し

ている。その一環として、2014 年度は下記のデモを開催した。
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１．大隈記念講堂 （収容客席：大講堂 1,123 席、小講堂 301 席）

２．小野記念講堂 （収容客席：206 席　※舞台床板の増減により 161 ～ 236 席まで可能）

３．ワセダギャラリー （56.35㎡）

　文化推進部は「大隈記念講堂」「小野記念講堂」「ワ

セダギャラリー」を管理している。学内行事を開催する

ことを優先しているが、その他、学生団体を含め、学内

団体のみならず、学外の機関、団体にも広く利用されて

いる。また、大隈記念講堂については、外部からの多く

の見学者が訪れている。

　大隈重信を偲び、創立45周年の1927（昭和2）年10月15日に竣工

された。創立125周年にあたる2007年10月に、改修工事を終え、リ

ニューアルオープンされた。

　全館空調設備が整えられ、情報系の設備も完備した多様な用途

に応えられる施設となった。早稲田大学のシンボルとして、大隈記

念講堂は大講堂、小講堂とも学内外の機関から国際会議、演劇、コ

ンサート、映画などに利用されている。

　大隈記念講堂は、2007年12月に国の重要文化財に指定された。

　正門前の歴史的景観ゾーン整備の一環として、2005年に建設

された小野梓記念館（27号館）の地下2階にオープンした。「文化

活動の成果を発表し、さらに世界の文化と交流を図るためのホー

ル」することを目標にしている。

　2014年秋に小野梓記念館のB1階にリニューアルオープン。写真展、絵画展などに利用されている。

（※学内箇所・教職員利用可）

名 称 坪内博士記念演劇博物館 會津八一記念博物館 大学史資料センター
所 在 地 5 号館 2 号館 79 号館

概 要

1 階：シェイクスピアの世界
六世中村歌右衛門記念
特別展示室

1 階：企画展示室
富岡重憲コレクション展示室
大隈記念室

（大学史資料センター所管）
5 階：レファレンスルーム

・歴史的資料
・高等教育出版物
・高等教育関係資料

2 階：逍遙記念室
民俗芸能
企画展示室 2 階：常設展示室

・東洋美術資料
・近代美術資料
・考古資料
・アイヌ民族資料
・書画資料

3階：日本の演劇
(古代、中世、近世、近代、現代)
和書閲覧室(５号館１階)
外国語図書閲覧室(６号館３階)
ＡＶブース(６号館３階)

お 問 合 せ
Tel：03-5286-1829 Tel：03-5286-3835 Tel：042-451-1343
E-mail：enpaku@list.waseda.jp E-mail：aizu@list.waseda.jp E-mail：archives@list.waseda.jp

【 博物館・資料センターの概要 】

【 文化施設の概要 】

名 称
大隈記念講堂

小野記念講堂 ワセダギャラリー 125 記念室
大講堂 小講堂

所  在  地 21 号館 1 階 21 号館地階 27 号館地階 27 号館 B1 階 26 号館 10 階

利 用 目 的
式典
講演・討論
舞台・上演

講演・討論
舞台・上演

講演・討論
演劇・映画

小規模な企画展
写真・絵画等

展覧会
美術品・貴重品

座  席  数 1,121 席（車椅子用 2 席） 300 席（車椅子用 1 席） 206 席（最小 161 席・最大 236 席 ) － －

主 要 設 備

舞台機構設備
舞台照明設備
映像音響設備
同時通訳設備
ネットワーク設備

舞台機構設備
舞台照明設備
映像音響設備

舞台機構設備
舞台照明設備
映像音響設備
ネットワーク設備

常設展示壁
可動式展示壁
展示台
ディスプレイ

展示ケース
映像音響設備

付 属 施 設

控室
調整室
調光室
映写室
同時通訳ブース

控室
調整室

楽屋・準備室
調整室

そ  の  他 貸出備品
貸出用掲示物

貸出備品
貸出用掲示物

貸出備品
貸出用掲示物

貸出備品
貸出用掲示物

※文化推進部主催
　展覧会のみ

※「125 記念室」は貸し出しの対象ではありません。
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講 堂 設 備 技 能 判 定 会 ・ 初 心 者 説 明 会

　学生団体が大隈記念講堂および小野記念講堂に設置されている照明や

音響設備を利用するにあたり、技能判定会の受験を義務付けている。専

門技師により両講堂設備を使いこなせる技術力の判定を行い、技量のある

学生に調整室への入室許可を与えている。年２回、春と秋に開催している。

　また、2010 年度より、初心者学生向けの音響・照明設備に関する説明

会を行っている。学生向けは年３回実施している。

　徐々に認知度は高まっており、2014 年度については、大隈記念講堂の

照明判定会受講者は過去最高の 20 名の応募があった。また、2013 年度

に引き続き、放送研究会ならびに舞台美術研究会以外のサークルからの

合格者を輩出した。

（1）講堂設備技能判定会
■大隈記念講堂（照明設備）

【第14回】8月6日、8月7日
 （参加者8名）

【第15回】2015年2月25日、2月26日
（参加者20名）

※大隈記念講堂の音響設備技能判定会は
実施していない。

（2）講堂設備初心者説明会
■学生向け（一般学生及び早稲田学生文化・

　芸術祭参加団体向け）（於小野記念講堂）

【第9回】 9月1日
（参加者1名）

【第10回】2015年2月4日
（参加者1名）

【第11回】2015年3月24日
※第11回は参加予定者が欠席したため、実施されず。

■小野記念講堂（照明設備）

【第11回】9月3日
（参加者3名）

【第12回】2015年2月25日、2月26日
（参加者10名）

■小野記念講堂（音響）

【第11回】9月2日

【第12回】2015年3月3日
いずれも受講者なしで実施されていない。

文 化 施 設

小野記念講堂 ワセダギャラリー

■施設利用の状況

■ワセダギャラリー使用状況

2014年度
使用日数※1

利用団体内訳
その他※2

文化施設 利用件数 学内箇所 学生団体 学外団体
大隈記念講堂大講堂 223日 256件 218件 36件 2件 72日
大隈記念講堂小講堂 211日 230件 208件 21件 1件 60日

小野記念講堂 228日 195件 179件 15件 1件 41日
ワセダギャラリー※3

※1.使用日数には、本番当日だけではなく、リハーサル、設営準
備、撤収日も含む。

※2.「その他」とは、下見、見学、施設点検、定期清掃など。
※3.学内箇所のみ利用可能である。

※4. 学内箇所団体のうち2団体が教職員（有料）
※5.大隈記念講堂・小野記念講堂については、1〜4月と8月は、公

式行事、定期点検・清掃等（メンテナンス）のため、原則一般貸
出しは行っていない。

イベント名 開催期間 主催者

早稲田スポーツ展〜仰ぐは同じき　理想の光〜 3 月 21 日（金）〜 4 月 18 日（金）
※ 4 月 5 日以降は写真パネルのみの展示 競技スポーツセンター

社会科学部佐藤洋一ゼミナール　成果発表展 4 月 21 日（月）〜 4 月 27 日（日） 佐藤洋一ゼミナール
EXILE TO NOWHERE:BURMA’S ROHINGYA 5 月 19 日（月）〜 5 月 21 日（水） 平山郁夫記念ボランティアセンター
早稲田学生文化・芸術祭 2014（怪獣同盟・陶芸部稲穂窯） 5 月 30 日（金）〜 6 月 14 日（土） 文化企画課、学生生活課
オープンカレッジ木版画講座展覧会（伊藤先生） 6 月 16 日（月）〜 6 月 21 日（土） エクステンションセンター
早稲田スポーツ展　〜チームの絆〜 9 月 26 日（金）〜 10 月 6 日（月） 競技スポーツセンター
白バラ―ヒトラーに抗した学生たち― 10 月 14 日（火）〜 11 月 7 日（金） 村上公子研究室
オープンカレッジ展覧会（水彩画１・水彩画 2・写真） 11 月 10 日（月）〜 12 月 2 日（土） エクステンションセンター
教育学部博物館実習クラス等成果発表 2015 年 1 月 6 日（火）〜 1 月 31 日（土） 教育学部博物館実習 G クラスほか

「美術研究のための写真入門」作品展 2015 年 2 月 3 日（月）〜 2 月 7 日（土） グローバルエデュケーションセンター

早稲田スポーツ展〜仰ぐは同じき　理想の光 2015 年 3 月 23 日（月）〜 4 月 24 日（金）
※ 4 月 4 日以降は写真パネルのみ展示 競技スポーツセンター

大隈記念講堂
大講堂

大隈記念講堂
小講堂
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（2015年3月31日現在）

No. 氏名 所属・役職
1 藁谷　友紀 文化推進担当理事
2 十重田裕一 文化推進部長
3 石見　清裕 文化推進部副部長
4 岡室美奈子 坪内博士記念演劇博物館館長
5 塚原　　史 會津八一記念博物館館長
6 大日方純夫 大学史資料センター所長

（2015年3月31日現在）

No. 氏名 所属・役職
1 阿刀田　高 作家 ( 元早稲田大学客員教授 )

2 岩本　憲児 早稲田大学名誉教授

3 鳥越　文蔵 早稲田大学名誉教授

4 永井多恵子 公益財団法人せたがや文化財団理事長
元日本放送協会副会長

5 山本　健一 演劇評論家、
元朝日新聞東京本社編集委員

　　※所属は2015年3月31日現在

4．出版企画委員会
（1）開催記録

臨時　5月28日　　　第1回　7月9日
第2回　11月26日

（2）委員
　委員会は、出版企画委員会設置要綱の規定による本部役職委員4名、各学術院長推薦委員10名、文化推進を担当する理事推薦
委員2名の合計16名で構成されている。
　嘱任期間は2014年5月1日〜2016年4月30日である。
　なお、出版審査内容は非公開のため、委員名を省略する。

２．三機関長協議会
（1）開催記録

第1回　7月21日

（2）委員

3．アドバイザリー・コミッティ
（1）開催記録

6月20日

（2）委員

2 0 1 4 年 度 　 各 種 会 議

■文化推進部 ( 文化企画課所管 )

No. 氏名 所属・役職 選出区分
1 十重田裕一 文化推進部長

第 4 条一号による委員
2 石見　清裕 文化推進部副部長
3 大野　髙裕 教務部長

第 4 条二号による委員4 笹倉　和幸 学生部長
5 横山　勝常 総務部長
6 井上　文人 社会連携推進室長

第 4 条三号による委員
7 三神　弘子 国際コミュニティセンター長
8 岡室美奈子 坪内博士記念演劇博物館長

第 4 条四号による委員9 塚原　　史 會津八一記念博物館長
10 大日方純夫 大学史資料センター所長
11 飯島　昇藏 図書館長

第 4 条五号による委員12 加藤　哲夫 エクステンションセンター所長
13 川口　　浩 競技スポーツセンター所長
14 紙屋　敦之 平山郁夫記念ボランティアセンター所長
15 橋本　周司 学事統括文化事業担当常任理事

第 4 条第 2 項による委員16 藁谷　友紀 文化推進担当理事
17 紙屋　敦之 学生担当理事
18 守田　芳秋 総務担当理事

１．文化推進会議
（1）開催記録

7月29日

（2）委員

各
種
会
議
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議

１．坪内博士記念演劇博物館協議員会
（1）開催記録

第1回　6月 4日　　　　　　 第2回　7月30日
臨時　  10月15日　　　　　 臨時　12月10日
第3回　2015年3月19日

（2）委員
（嘱任期間：2013年4月1日〜2015年3月31日）

No. 氏名 所属・役職 選出区分
1 岡崎　由美 文学学術院教授

早稲田大学坪内博士記念演劇博物館規
則第 9 条一号による委員
( 文学学術院選出 )

2 小松　　弘 文学学術院教授
3 武田　　潔 文学学術院教授
4 竹本　幹夫 文学学術院教授
5 藤井慎太郎 文学学術院教授
6 水谷　八也 文学学術院教授
7 八木　斉子 政治経済学術院教授

第 9 条二号による委員
( 第一号以外の学術院・学校選出 )

8 上村　達男 法学学術院教授
9 寺沢みづほ 教育・総合科学学術院教授

10 森本　栄晴 商学学術院教授
11 秋葉　裕一 理工学術院教授
12 久塚　純一 社会科学総合学術院教授
13 中村　　要 人間科学学術院准教授
14 杉山　千鶴 スポーツ科学学術院教授
15 三神　弘子 国際学術院教授
16 加藤　　実 高等学院教諭
17 吉田　　茂 本庄高等学院教諭
18 伊沢　　久 芸術学校教授
19 塚原　　史 會津八一記念博物館館長 第 9 条三号による委員
20 岡室美奈子 坪内博士記念演劇博物館館長

第 9 条四号による委員
21 児玉　竜一 坪内博士記念演劇博物館副館長

■演劇博物館

2 0 1 4 年 度 　 各 種 会 議
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■會津博物館
１．會津八一記念博物館協議員会

（1） 開催記録
第1回　5月28日　第2回　11月19日

（2）委員
（2015年3月31日現在）

No. 氏名 所属・役職 選出区分
１ マーク・ジュエル 政治経済学術院教授

第 10 条一号による委員

( 学術院選出 )

2 谷　昌親 法学学術院教授
3 肥田　路美 文学学術院教授
4 和田　敦彦 教育・総合科学学術院教授
5 鳥羽　至英 商学学術院教授
6 入江　　克 理工学術院教授
7 島　　善髙 社会科学総合学術院教授
8 余語　琢磨 人間科学学術院教授
9 太田　　章 スポーツ科学学術院教授

10 平山　　廉 国際学術院教授
11 大髙保二郎 文学学術院教授

第 10 条二号による委員

( 館長推薦 )

12 近藤　二郎 文学学術院教授
13 丹尾　安典 文学学術院教授
14 山田　磯夫 文学学術院教授
15 成澤　勝嗣 文学学術院教授
16 千葉　俊二 教育・総合科学学術院教授
17 古谷　誠章 理工学術院教授
18 内田　悦生 理工学術院教授
19 佐藤　洋一 社会科学総合学術院教授
20 浅井　京子 會津八一記念博物館特任教授
21 深澤　良彰 図書館長

第 10 条三号による委員22 岡室美奈子 坪内博士記念演劇博物館館長
23 大日方純夫 大学史資料センター所長
24 李　　成市 文化推進担当理事 第 10 条四号による委員
25 古谷　修一 教務部長

第 10 条五号による委員
26 十重田裕一 文化推進部長
27 塚原　　史 會津八一記念博物館館長

第 10 号六号による委員
28 川尻　秋生 會津八一記念博物館副館長
29 林　　幸樹 會津八一記念博物館事務長 第 10 号七号による委員
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（2015年3月31日現在）
No. 氏名 所属・役職 選出区分
1 李　　成市 文化推進担当理事 第 8 条一号による委員
2 堀　　真清 政治経済学術院教授

第 8 条二号による委員

3 吉田　　裕 法学学術院教授
4 森田　貴子 文学学術院准教授
5 湯川　次義 教育・総合科学学術院教授
6 矢後　和彦 商学学術院教授
7 清宮　　理 理工学術院教授
8 島　　善高 社会科学総合学術院教授
9 余語　琢磨 人間科学学術院准教授

10 石井　昌幸 スポーツ科学学術院准教授
11 山岡　道男 国際学術院教授
12 岡本　宏一 校友会常任幹事・総長室長 第 8 条三号による委員
13 沖　 清 豪 文学学術院教授

第 8 条四号による委員
14 北河　賢三 教育・総合科学学術院教授
15 大日方純夫 大学史資料センター所長

第 8 条五号による委員

16 古谷　修一 教務部長
17 深澤　良彰 図書館長
18 塚 原  　 史 會津八一記念博物館長
19 十重田裕一 文化推進部長
20 横山　勝常 総務部長
21 長谷川友彦 大学史資料センター事務長

（2015年3月31日現在）
No. 氏名 所属・役職 選出区分
1 李　　成市 文化推進担当理事

第 4 条一号による委員2 佐藤　正志 教務担当理事
3 花尾　能成 総務担当理事
4 大日方純夫 大学史資料センター所長 第 4 条二号による委員
5 十重田裕一 文化推進部長

第 4 条三号による委員6 恩藏　直人 広報室長・理事
7 深澤　良彰 図書館長
8 川口　　浩 政治経済学術院教授

第 4 条四号による委員

9 土田　和博 法学学術院教授
10 真辺　将之 文学学術院准教授
11 湯川　次義 教育・総合科学学術院教授
12 横山　将義 商学学術院教授
13 内田　健康 理工学術院教授
14 島　　善高 社会科学総合学術院教授
15 余語　琢磨 人間科学学術院准教授
16 石井　昌幸 スポーツ科学学術院准教授
17 鈴木　義昭 国際学術院教授
18 浅古　　弘 大学院法務研究科教授

第 4 条五号による委員
19 沖　　清豪 文学学術院教授

２．早稲田大学百五十年史編纂委員会
（1）開催記録

第1回　7月3日　　　第2回　12月2日

（2）委員

2 0 1 4 年 度 　 各 種 会 議

■大学史資料センター
１．大学史資料センター運営委員会

（1） 開催記録
第1回　6月12日　　　　　　 第2回　11月26日　　　
第3回　2015年1月21日

（2）委員
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■各機関の主管施設の利用状況
主管箇所 演劇博物館 會津八一記念博物館 大学史資料センター 文化企画課
展示室名 演劇博物館（5号館） 會津八一記念博物館（2号館） 大隈記念室（2号館1階） 125記念室（26号館10階）

開館日数 269 236 235 129

入館者数 55,534 17,619 - -

展覧会企画件数 7 10 4 -

展覧会来場者数 ※1 118,180 41,461 20,633 5,314

■各機関文化事業および教育活動の実績総数
主管箇所 演劇博物館 會津八一記念博物館 大学史資料センター 文化企画課

催し物件数 30 3 2 3

催し物来場者数 ※2 5,434 391 223 1,023

各箇所設置および協力
授業コマ数 ※3

8 67 2 8

各箇所設置および協力
授業登録者人数 ※3

300 1,915 666 8,203

各箇所主催および協力
課外活動実施数 ※4

51 265 9 8

各箇所主催および協力
課外活動参加人数 ※4

1,477 5,295 3,955 4,481

■各機関学内外出品・協力件数
主管箇所 演劇博物館 會津八一記念博物館 大学史資料センター 文化企画課

各主管箇所出品・
展示協力件数 20 13 6 0

■各機関事業総参加人数
主管箇所 演劇博物館 會津八一記念博物館 大学史資料センター 文化企画課

各主管箇所活動
総参加人数合計 ※5

125,391 49,062 25,477 19,021

展覧会には常設展と企画展が含まれる。    
催し物は学内外での公演・講演会・(研究)公開講座とする。    
各箇所設置および協力授業のコマ数は学内設置の授業のコマ数とし、登録者数は設置科目の人数の他、学部・大学院授業への協力
の授業の受講生数を示す。    
各箇所主催および協力課外活動実施数は、見学授業・修学旅行・学校見学会等課外授業見学者の受入れの件数の他、学内外の渉外学習へ
の協力(エクステンションや市民講座)、共催や地域交流事業の件数とし、参加人数は、上記定義に関連する事業に参加した人数とする。  
総参加人数合計は、※1〜4の人数の総合計とする。    

※1 
※2 
※3

※4

※5

■図書資料・AV資料の受け入れ状況

和書
アジア圏図書

洋書 貴重書 AV資料 受入図書総計 寄贈資料点数
（図書以外）(中国語・韓国語)

演劇博物館 ※6 2,738 223 558 1,310 1,526 6,355 32 ※7

會津八一記念博物館 482 5 0 0 0 487 110

大学史資料センター 951 0 0 5 19 956 1,186

※6 演劇博物館は、演劇・映像関係図書収蔵の図書館を併設し、和書・アジア圏図書・洋書・貴重書・AV資料などを閲覧できる。
※7 寄贈資料点数は、図書以外の寄贈資料の点数の総計である。なお、演劇博物館の点数については、件数を示している。 
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